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令和４年和束町予算特別委員会 

 

○議長（岡田泰正君） 

 皆さん、おはようございます。本日は、予算特別委員会にご参集いただき、ご苦労

さまです。 

 初めての予算特別委員会でありますので、委員会条例第９条の規定によりまして、

年長の岡田 勇委員に臨時委員長をお願いいたします。委員長と交代いたします。 

○臨時委員長（岡田 勇君） 

 年長の故をもちまして、私が臨時委員長の職務を行います。 

 ご協力のほどお願いをいたします。 

 ただいまから、予算特別委員会を開会いたします。 

 これより、予算特別委員長の選挙を行います。 

 委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長の選挙は、指名推選の方法で行います。 

 指名は、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、私、岡田 勇を委員長に指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがいまして、私、岡田 勇が委員長に当選いたしました。 

 ただいま委員長に当選しました、私、岡田 勇より就任のご挨拶をいたします。 

 本来、演台にてご挨拶をさせていただかなければなりませんが、腰の治療中であり、

移動にも困難を来すために、委員長席から失礼をいたします。 
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 予算特別委員会委員長就任に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ただいまは皆様方のご推挙をいただき、予算特別委員長に就任させていただきまし

た。皆様の協力を得まして、一生懸命努めてまいりますので、よろしくお願いを申し

上げます。 

 さて、令和４年度の予算につきましては、第５次総合計画に基づく総額５３億８,

７４０万円の予算編成となっております。委員の皆様におかれましては、この１年間

の事業内容について、住民の目線に立ち、活発に質疑を行っていただきたいと思いま

す。 

 また、町長はじめ職員の皆様方におかれましては、明快なる答弁をお願いいたしま

す。 

 ２日間、スムーズな審議になりますようお願い申し上げまして、就任のご挨拶とさ

せていただきます。どうぞよろしくお願いをいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 それでは、副委員長の選挙を行います。 

 副委員長の選挙は、指名推選の方法により、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、副委員長に村山一彦委員を指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、村山一彦委員が副委員長に当選されました。 

 村山一彦委員に、この旨、告知いたします。 

 これより議事に入ります。 

 本委員会に付託された議案第３号から議案第９号まで、令和４年度和束町一般会計

予算及び和束町各特別会計予算を一括議題といたします。 

 提案理由については施政方針を本会議で述べられましたので、副町長及び担当課長
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から議案についての説明を求めます。 

 なお、説明に当たっては、議案書は款のみの数字にとどめ、事項別明細書について

は特に重要なもののみとし、簡単明瞭に願います。 

 それでは、副町長から順次説明願います。 

 副町長。 

○副町長（奥田 右君） 

 皆さん、おはようございます。 

 ２日間よろしくお願いいたします。 

 それでは、私のほうから、令和４年度当初予算の概要と主要事項説明書によりまし

て、若干説明させていただきたいと思います。 

 それでは、１ページを開けていただきまして、まず、会計別予算の総括でございま

す。 

 令和４年度予算額一般会計で３４億５,０００万円となっております。比較増減額

で１億３,４５０万円の増ということで、伸び率としましては４.１％の伸びとなって

おります。主な要因としましては、和束保育園の耐震工事や総合保健福祉施設の整備

事業によりますハード面の関係の伸びでございます。 

 次に、特別会計でございます。全体で１９億３,７４０万円、比較増減で△５,３８

０万円、△２.７％となっております。 

 会計別に言いますと、湯船財産区特別会計で２１０万円、△２７０万円、△５６.

３％の減となっております。これにつきましては、人件費の減が主な要因でございま

す。 

 次に、国民健康保険特別会計でございます。全体で６億７,１２０万円、△３,９７

０万円、△５.６％となっております。中身としまして、事業勘定で５億８,７００万

円、△２,３２０万円、△３.８％の減ということで、主な要因につきましては、保険

給付費の減が主な要因でございます。 
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 続きまして、直診勘定でございます。８,４２０万円、△１,６５０万円、△１６.

４％の減となっております。これにつきましては、人件費の減と診療所収入の減が主

な要因でございます。 

 次に、簡易水道事業特別会計でございます。２億８７０万円、１,１１０万円の増、

５.６％の伸びとなっております。これにつきましては、料金改正によるものでござ

います。 

 次に、下水道事業特別会計でございます。２億５,１３０万円、△３,１１０万円、

△１１％となっております。これにつきましては、主な要因は、公債費の減と、あと、

祝橋の架け替え工事の関係で下水道事業の附帯工事がなくなったことが主な要因でご

ざいます。 

 次に、介護保険特別会計で全体で７億２,２２０万円でございます。４２０万円、

０.６％の伸びとなっております。中身としましては、保険事業勘定で７億１,５００

万円、３９０万円の増、０.５％の伸びとなっております。これにつきまして主な要

因は、第９期介護保険事業の計画の委託料が主な増の要因でございます。 

 次に、サービス勘定でございます。７２０万円、３０万円の増、４.３％の伸びと

なっております。これにつきましても、介護予防計画の委託料が予定しております。

委託料の伸びが主な要因でございます。 

 次に、後期高齢者医療特別会計でございます。８,１９０万円、４４０万円、５.

７％の伸びとなっております。これにつきましては、広域連合の負担金が主な要因で

ございます。 

 令和４年度の予算の一般会計・特別会計で総額ですけども、５３億８,７４０万円、

８,０７０万円の増、１.５％の伸びとなっております。 

 次に、めくっていただきまして、２の一般会計予算の歳入歳出の内訳でございます。

単位は千円で、増減の伸び率は％となっております。主なものを紹介させていただき

ます。 
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 まず、町税でございます。３億４,７７０万８,０００円、増減でいいますと３２３

万円、０.９％の伸びとなっております。これにつきましては、令和３年度はコロナ

特別措置でされておりました減額関係が令和４年度は元に戻りました関係で、家屋、

また軽自動車の部門で伸び率となっております。 

 次に、６款法人事業税交付金でございます。３３７万円、増減率で１６５万９,０

００円、９７.０％の伸びとなっております。これにつきましては、法人税割の従業

員数割の変更が主な要因となっております。 

 次に、１０款地方特例交付金でございます。これにつきましては１１６万７,００

０円、△３１９万８,０００円、△７３.３％となっております。これにつきましては、

コロナによります地方減収補填特別交付金が終了したことによります減額となってお

ります。 

 次に、１１款地方交付税でございます。１７億５,８０２万５,０００円、６,５６

４万９,０００円、３.９％の伸びとなっております。これにつきましては、令和３年

から令和４年のみなんですけれども、地域デジタル社会推進費の増額並びに過疎債の

償還額の増が主な要因となっております。 

 次に、１５款国庫支出金でございます。２億５,７９４万８,０００円、△１億４,

３８１万４,０００円、△３５.８％となっております。これにつきましては、道路局

所管の補助金でございます。祝橋、また石寺橋の事業費の減が主な要因でございます。 

 １６款府支出金でございます。１億７,６５３万円、１,４５１万円、９.０％の伸

びとなっております。これにつきましては、参議院、また知事選の選挙の委託費が今

回組まれております。それによります増が主な要因でございます。 

 次に、１９款繰入金でございます。１億５,７３２万３,０００円、８,３６９万２,

０００円、１１３.７％の伸びとなっております。これにつきましては、財政調整基

金の繰入れ、また減債基金の繰入れ、地域福祉基金の繰入れを入れております。それ

に伴います伸びでございます。 



― 6 ― 

 次に、２１款諸収入でございます。５,９６６万１,０００円、３,７７７万２,００

０円、１７２.６％の伸びとなっております。これにつきましては、昨年、町営住宅

の火災がございました。それに伴う保険料の収入がございます。それが３,０２３万

７,０００円入ってきております。それに対しての伸びでございます。 

 ２２款町債でございます。４億４,６１０万円、７,１６０万円、１９.１％の伸び

となっております。これにつきましては、和束保育園の耐震、また総合保健福祉施設

関係の町債の発行の伸びが主な要因でございます。 

 次に、３ページでございます。 

 目的別歳出でございます。これにつきましても、主なもののみ紹介させていただき

ます。 

 まず、総務費でございます。５億９,９７５万８,０００円、３,７５３万８,０００

円、６.７％の伸びでございます。これにつきましては、電子計算費の増が主な要因

となっております。 

 次に、３款民生費でございます。１０億１,２１６万円、２億９,２６７万円、４０.

７％の伸びとなっております。主な要因につきましては、和束保育園の耐震工事並び

に総合福祉施設の整備事業が主な要因となっております。 

 次に、７款土木費でございます。３億４,４５６万１,０００円でございます。△２

億２６７万７,０００円、△３７.０％ということで、これにつきましては、先ほども

触れましたけれども、祝橋、また石寺橋整備事業の減でございます。 

 １１款公債費でございます。３億７,４９６万５,０００円、１,４４０万１,０００

円、４.０％の伸びでございます。これにつきましては、３年据置きの元金償還が入

ってきております。それの関係の伸びが主な要因でございます。 

 次に、４ページをよろしくお願いいたします。 

 性質別歳出でございます。これも主なもののみ説明させていただきます。 

 まず、人件費の議員委員等報酬の伸びでございます。７５１万円、１８.１％の伸
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びとなっております。これにつきましては、参議院、また知事選の投開票の報酬並び

に消防団員の報酬の伸びが主な要因でございます。 

 ３款維持補修費でございます。３,４０１万６,０００円の増となっております。こ

れにつきましては、河川の浚渫を今年組んでおります。その関係の伸びが主な要因で

ございます。 

 ６款普通建設費、２項単独事業費の伸びでございます。２億７,３９０万９,０００

円、３１７.４％の伸びとなっております。これにつきましては、単独としまして、

和束保育園の改修、また先ほども説明しました総合保健福祉施設の整備が主な要因で

ございます。 

 １２款繰出金でございます。△７０９万４,０００円、△１.６％の減となっており

ます。これにつきましては、下水道元利償還の減が主な要因でございます。 

 次に、５ページの当初予算の５年間の推移を示させていただいております。これは

お目通しをお願いいたしたいと思います。 

 次に、６ページをよろしくお願いします。 

 一般会計主要事業の説明事項でございます。 

 これにつきましては、第５次総合計画、６つの郷づくりにちなんで予算編成をさせ

ていただいております。 

 まず、１番としまして、「子どもから高齢者までの全ての住民が健やかに暮らせる

郷」ということで８億１,４０２万円を組ませていただいております。 

 中身としましては、人権尊重社会の形成ということで８８８万３,０００円組んで

おります。人権ふれあいセンター運営事業７１７万３,０００円が主な事業でござい

ます。 

 次に、地域福祉の推進ということで２,１８０万円組ませております。主な中身と

しましては、２番目ですけれども、社協職員設置事業１,８２２万４,０００円を組ん

でおります。次に、保健・医療体制の充実ということで２億３,０１２万８,０００円
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を組んでおります。 

 ７ページに主な要因としまして、新しく総合保健福祉施設整備事業ということで１

億７４０万４,０００円、また国民健康保険特別会計事業勘定繰出金として４,３１６

万円を組ませていただいております。 

 次に、子育て支援の充実ということで１億８,９８０万４,０００円組んでおります。

主なものは、保育所運営事業として９,９９４万３,０００円、また、一番下ですけれ

ども、児童手当給付事業として３,３０７万６,０００円を組ませていただいておりま

す。 

 次に、８ページをめくっていただきまして、上から４つ目ですけれども、子育て応

援給付金、今年は単独ということで独自の事業として１５０万円、新生児１０万円１

５人分を新たに組ませていただいております。 

 次に、高齢者対策の充実ということで２億３,２５５万７,０００円を組んでおりま

す。主なものとしては、介護保険特別会計保険事業勘定繰出金で１億９５７万５,０

００円、また、一番下ですけども、後期高齢者療養給付事業で６,９０９万７,０００

円を組んでおります。 

 ９ページに成年後見の関係の支援事業として３５万４,０００円新しく入っており

ます。また、介護人材確保事業３０万円も新事業として入れさせていただいておりま

す。 

 次に、障がい者支援の充実でございます。１億３,０８４万８,０００円を組んでお

ります。主な事業としましては、障害者自立支援給付事業１億３０２万７,０００円

組ませていただいております。 

 次ページをよろしくお願いします。 

 次に、２番目としまして、「生きる力を育む教育と生涯にわたった学びの郷」とい

うことで２億３,０４０万６,０００円を組ませていただいております。 

 まず、学校教育の充実ということで２億１,００３万１,０００円を組んでおります。
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これにつきましては、その下の相楽東部広域連合の教育費の分ですけれども、２億１,

００３万１,０００円が主な内容でございます。 

 あと、生涯学習の充実で７５７万５,０００円、海洋センターの管理事業で６４５

万７,０００円が主な事業でございます。 

 次に、国内外の交流と国際化への対応で７００万円を組んでおります。主な事業と

しましては、農観連携コミュニティ創生事業として７００万円組ませていただいてお

ります。 

 次、１１ページをよろしくお願いします。 

 歴史文化の保全と継承５８０万円でございます。文化的景観調査事業として５８０

万円が主な事業でございます。 

 次に、３番目の「自然と共生し、安心・安全な郷」ということで７億５,６９４万

８,０００円組んでおります。 

 まず、防災・防犯体制の充実ということで３億４,２０１万３,０００円組ませてい

ただいております。主な事業にしましては、相楽中部消防組合負担金１億３,４２５

万６,０００円、それと一番下ですけれども、和束保育園耐震改修事業で１億６,１５

１万４,０００円を今年新たに組んでおります。 

 次に、河川環境の整備ということで３,０００万円。先ほども触れましたけれども、

河川の浚渫事業３,０００万円を入れさせていただいております。 

 上・下水道の整備ということで２億１,５０６万４,０００円を組んでおります。次

ページをよろしくお願いします。下水道事業特別会計繰出金１億３,５４５万４,００

０円、これが主な事業でございます。 

 次に、森林保全と治山・治水の関係で１,５３１万４,０００円を組んでおります。

森林経営管理事業で８０３万５,０００円が主な事業でございます。 

 次に、環境と共生した生活スタイルの確立ということで１億５,４５５万７,０００

円組んでおります。じん芥処理費で１億２,４０８万８,０００円が主な事業でござい
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ます。 

 次に、１３ページをよろしくお願いします。 

 「お茶観光を軸とした交流の郷」ということで９,７９２万７,０００円を組ませて

いただいております。まず、農林業振興で３,７０５万５,０００円ということで、農

業次世代人材投資資金給付事業で６７６万１,０００円が主な事業でございます。 

 次に、１４ページをよろしくお願いします。 

 今年新たに入れておりますのが、下から２番目、和束茶ブランドの確立事業３００

万円と地域ブランド育成支援事業１５０万円、これは令和４年度新たに組ませていた

だいております。 

 次に、活力を生み出す商工業の振興ということで１,６０４万円を組んでおります。

和束町雇用促進事業で８６９万円が主な事業となっております。 

 次に、１５ページをお願いします。 

 波及効果を高める観光・交流産業の展開ということで２,２９１万７,０００円を組

んでおります。主な事業としましては、観光案内所管理運営事業で４７３万９,００

０円、それと新規で景観保全事業で５５２万５,０００円を組ませていただいており

ます。これが主な事業でございます。 

 次に、１６ページをよろしくお願いいたします。 

 新たな産業の創出ということで２,１９１万５,０００円組んでおります。主な事業

につきましては茶源郷和束にぎわい創出プロジェクト事業１,０９７万円で、新規事

業としましては下から３つ目の和束茶の特産品の開発事業４００万円、また、みんな

が主役の地域振興事業２００万円が新たに新規で組ませていただいております。 

 次に、「快適で美しい環境の郷」ということで３億８,３２２万７,０００円組んで

おります。まず、移住・定住促進と快適な住環境の整備ということで１億６９９万４,

０００円を組ませていただいております。移住・定住促進事業１,７１２万円、１７

ページ、地域おこし協力隊事業１,２５８万２,０００円が主な事業でございます。あ
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と、住宅管理事業で６,０５１万円が大きくなっております。これにつきましては、

第２中西団地の火災の修繕がここに入っております。その関係で膨らんでおります。 

 道路網の整備でございます。２億１,７９６万１,０００円組んでおります。主な中

身としましては、祝橋整備事業で１億１,６７０万５,０００円、町道撰原下島線拡幅

改良事業５,８１３万円が主な事業でございます。 

 次に、１８ページをよろしくお願いします。 

 公共交通システムの充実ということで４,９４７万９,０００円組んでおります。路

線バス対策事業で４,６３５万７,０００円が主な事業でございます。一番下のにぎわ

い回復周遊パス支援事業で１８０万円、これは新たな事業でございます。 

 公園・緑地整備で８７９万３,０００円を組んでおります。和束運動公園管理事業

６５９万円が主な事業となっております。 

 次に、１９ページをよろしくお願いします。 

 「住民と行政のパートナーシップによる郷」ということで１億２,５０１万４,００

０円を組んでおります。主な事業ですけれども、まず、住民参画のまちづくりです。

和束町協働のまちづくり補助金５０万円が主な事業でございます。 

 情報システムの強化と公開の推進ということで８,２４２万５,０００円を組んでお

ります。電子計算費の７,２１８万２,０００円が主な事業でございます 

 次に、効率的・効果的な行財政運営ということで１,２９２万１,０００円を組んで

おります。戸籍電子化事業８０４万３,０００円が主な事業でございます。 

 次に、２０ページでございます。 

 広域行政の推進ということで２,９１６万８,０００円を組んでおります。相楽東部

広域連合負担金（総務費・民生費分）２,２２０万４,０００円が主なものでございま

す。 

 以上で、令和４年度当初予算の概要と主要事項の説明とさせていただきます。 

 この後、関係課長からまた説明いたしますので、よろしくお願いいたします。 
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○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 おはようございます。 

 それでは、続きまして、私のほうから議案の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第３号 

令和４年度和束町一般会計予算 

 令和４年度和束町一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３４億５,０００万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 （地方債） 

 第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

 （一時借入金） 

 第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、５億円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第４条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

                          令 和 ４ 年 ３月１０ 日提出 
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                          和束町長 堀   忠 雄 

 １枚おめくりいただきたいと思います。 

 第１表 歳入歳出予算の歳入でございます。 

 款、金額の順に説明を申し上げます。 

 １款町税、３億４,７７０万８,０００円。 

 ２款地方譲与税、３,７２３万９,０００円。 

 ３款利子割交付金、３０万９,０００円。 

 ４款配当割交付金、２２０万１,０００円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、１８０万円。 

 ６款法人事業税交付金、３３７万円。 

 ７款地方消費税交付金、７,７７８万９,０００円。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金、１,２０４万７,０００円。 

 ９款環境性能割交付金、５３６万６,０００円。 

 １０款地方特例交付金、１１６万７,０００円。 

 １１款地方交付税、１７億５,８０２万５,０００円。 

 １２款交通安全対策特別交付金、２０万円。 

 １３款分担金及び負担金、７,０９３万３,０００円。 

 １４款使用料及び手数料、２,９０３万９,０００円。 

 １５款国庫支出金、２億５,７９４万８,０００円。 

 １６款府支出金、１億７,６５３万円。 

 １７款財産収入、２４万４,０００円。 

 １８款寄付金、１,０００円。 

 １９款繰入金、１億５,７３２万３,０００円。 

 ２０款繰越金、５００万円。 

 ２１款諸収入、５,９６６万１,０００円。 
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 ２２款町債、４億４,６１０万円。 

 歳入合計３４億５,０００万円でございます。 

 １枚おめくりください。 

 続きまして、歳出でございます。 

 こちらにつきましても、款、金額の順に説明を申し上げます。 

 １款議会費、５,３３２万９,０００円。 

 ２款総務費、５億９,９７５万８,０００円。 

 ３款民生費、１０億１,２１６万円。 

 ４款衛生費、４億８,１０９万３,０００円。 

 ５款農林業費、１億３,１７６万２,０００円。 

 ６款商工費、３,９５４万６,０００円。 

 ７款土木費、３億４,４５６万１,０００円。 

 ８款消防費、１億８,３２５万円。 

 ９款教育費、２億１,００３万１,０００円。 

 １０款災害復旧費、１,４５３万５,０００円。 

 １１款公債費、３億７,４９６万５,０００円。 

 １２款諸支出金、１万円。 

 １３款予備費、５００万円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、続きまして、第２表 地方債でございます。 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法の順に説明申し上げます。 

 路線バス維持管理事業（過疎対策）、３,９２０万円、証書借入れ又は証券発行。

年５％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機

構資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）。政府

資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定する



― 15 ― 

ものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上

償還もしくは低利に借り換えすることができる。 

 続きまして、総合福祉保健施設整備事業（過疎対策）、８,７８０万円、起債の方

法、利率、償還の方法につきましては先ほどと同様でございますので、以降、省略を

させていただきます。 

 すこやかエンジェル基金積立事業（過疎対策）、６００万円。 

 和束保育園改修事業（過疎対策）、１億３,４７０万円。 

 和保育園耐震事業（緊急防災・減災事業）、２,６７０万円。 

 橋梁補修事業（過疎対策）、４００万円。 

 舗装維持管理事業（過疎対策）、３１０万円。 

 祝橋整備事業（過疎対策）、４,５３０万円。 

 石寺橋整備事業（過疎対策）、５６０万円。 

 町道撰原下島線拡幅改良事業（過疎対策）、２,６１０万円。 

 河川浚渫事業（緊急浚渫推進事業）、３,０００万円。 

 小型ポンプ付き積載軽自動車（緊急防災・減災事業）、６５０万円。 

 災害復旧事業、５６０万円。 

 臨時財政対策債、２,５５０万円。 

 計、４億４,６１０万円でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、令和４年度和束町一般会計予算Ｎｏ.３に基づ

きまして説明を続けさせていただきたいと思います。 

 なお、令和４年度から説明書の様式が変わっておりますので、それに沿って説明を

させていただきたいと思います。 

 １ページから４ページまでにつきましては、総括ということで、議案書と重複しま

すので、省略をさせていただきます。 

 ５ページ、６ページをお願いします。 
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 まず、歳入でございます。 

 私のほうからは、款、項、目、本年度予算額、説明の順に説明をさせていただきま

す。 

 １款町税、１項町民税、１目個人、１億１,３１３万３,０００円。主なものにつき

ましては、現年度分の均等割で５４６万９,０００円、所得割で１億５４６万４,００

０円ということでございます。 

 同款、同項、２目法人、１,３８９万６,０００円。こちらにつきましては、現年課

税分ということで、均等割で１,１８９万６,０００円、法人税割で１９０万円を計上

しております。 

 同款、２項固定資産税、１目固定資産税、１億７,７９６万６,０００円。主なもの

につきましては、現年度分ということで、土地で４,７４０万８,０００円、家屋で７,

２７０万３,０００円、償却資産で５,３８５万５,０００円を計上させていただいて

おります。 

 同款、３項軽自動車税、２目種別割、２,０５８万６,０００円。現年度分で２,０

２８万６,０００円を計上させていただいております。 

 同款、４項市町村たばこ税、１目市町村たばこ税、１,９８９万３,０００円。こち

らにつきましても、現年課税分でございます。 

 ２款地方譲与税、２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税、２,００１万６,

０００円。こちらにつきましても、自動車重量譲与税を計上させていただいておりま

す。 

 同款、４項地方揮発油譲与税、１目地方揮発油譲与税、７０５万５,０００円。こ

ちらにつきましても、地方揮発油譲与税ということでよろしくお願いします。  

 同款、５項森林環境譲与税、１目森林環境譲与税、予算額が１,０１６万８,０００

円でございます。 

 続きまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 
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 ７款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金、７,７７

８万９,０００円でございます。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金、１項ゴルフ場利用税交付金、１目ゴルフ場利用税交付

金、１,２０４万７,０００円でございます。 

 続きまして、９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 １１款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、１７億５,８０２万５,００

０円。こちらにつきましては、普通交付税で１６億８０２万５,０００円、特別交付

税で１億５,０００万円を計上させていただいております。 

 １３款分担金及び負担金、２項負担金、１目総務費負担金、６,６５５万８,０００

円。主なものにつきましては、１節総務管理費負担金で、相楽東部広域連合職員人件

費負担金６,１５５万８,０００円、京都地方税機構派遣職員人件費負担金を５００万

円を計上させていただいております。 

 同款、同項、２目民生費負担金、４３７万５,０００円。こちらにつきましては、

主なものが２節児童福祉費負担金ということで２０７万４,０００円、学童保育所保

育料１９５万円でございます。なお、令和４年度の今回の予算につきましては、保育

料の０歳児から２歳児までの保育料につきましては、実質負担がゼロということでご

ざいますので、今回の予算には計上させていただいておりません。 

 続いて、１４款使用料及び手数料、１項使用料、５目土木使用料、１１ページ、１

２ページでございます。１,１４０万円。主なものにつきましては、２節住宅使用料

８８７万５,０００円、このうち町営住宅使用料で７８６万３,０００円計上させてい

ただいております。 

 同款、２項手数料、３目衛生手数料、９０８万１,０００円。主なものにつきまし

ては、２節清掃手数料、し尿処理手数料８９５万２,０００円を計上しております。 

 １５款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、９,０６５万３,００

０円。主なものにつきましては、１節社会福祉費負担金６,８００万９,０００円、こ
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のうち障害者自立支援給付費負担金で５,１２９万円を、障害者医療国庫負担金で５

３４万円、低所得者保険料軽減負担金５２５万円、また、５４節児童手当国庫負担金

で２,２６４万４,０００円計上させていただいております。 

 同款、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金で１,７８６万９,０００円。１節総

務管理費補助金ということで、主なものにつきましては、個人番号カード交付事務費

補助金３１２万７,０００円、社会資本総合交付金、地籍調査に係る部分で２００万

円、文化的景観保護推進事業補助金で２９０万円、めくっていただきまして、１３ペ

ージ、１４ページでございますが、地方創生交付金７事業で５３９万９,０００円、

コロナ対応地方創生臨時交付金のにぎわい回復周遊パス支援事業１８０万円が主なも

のでございます。 

 同款、同項、２目民生費国庫補助金で８８３万６,０００円。主なものにつきまし

ては、２節児童福祉費補助金６８１万６,０００円、このうち保育対策総合支援事業

費補助金１９３万３,０００円、子ども・子育て支援交付金４６３万１,０００円を計

上しております。 

 同款、同項、６目土木費国庫補助金、１億２,０６９万７,０００円。主なものにつ

きましては、３節道路橋りょう費補助金ということで１億１,８６９万７,０００円を、

このうち橋りょう長寿命化修繕計画補助金で６３８万円、社会資本整備総合交付金

（道路）で３,４８０万円、道路局所管補助金（橋りょう）で７,７５１万７,０００

円を計上させていただいております。 

 １５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 １６款府支出金、１項府負担金、１目民生費府負担金、７,２４８万９,０００円。 

 主なものにつきましては、１節社会福祉費負担金５,０８３万４,０００円、このう

ち国保基盤安定負担金で１,９８９万４,０００円を、障害者自立支援給付費負担金で

２,５６４万５,０００円。 

 ３節老人福祉費負担金で１,６４７万７,０００円を、こちらにつきましては、後期
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高齢者医療保険基盤安定負担金でございます。 

 また、１７節児童手当府負担金で５１７万８,０００円を計上させていただいてお

ります。 

 同款、２項府補助金、１目総務費府補助金、２,１９６万７,０００円。主なものと

いたしまして、１節総務管理費補助金で２,１９２万１,０００円を、このうち移住促

進住宅整備事業費補助金３６０万円、結婚・子育て応援住宅総合支援事業費補助金２

００万円、きょうと連携交付金（行政情報ネットワーク事業）で１,２００万９,００

０を計上させていただいております。 

 同款、同項、２目民生費府補助金、３,１２２万円。主なものにつきましては、１

節社会福祉費補助金２，２０１万９,０００円、このうち老人医療給付で３２０万円

を、重度心身障害老人健康管理事業費補助金で２５６万９,０００円を、福祉医療給

付（障害者）分で３０３万円を、隣保館運営等事業費補助金で６７６万１,０００円

を、またきょうと連携交付金として総合保健福祉施設整備事業で２２０万９,０００

円を計上させていただいております。 

 ２節児童福祉費補助金で９２０万１,０００円、主なものが、福祉医療給付（子育

て支援）２８３万８,０００円、子ども・子育て支援交付金４６３万１,０００円を計

上させていただいております。 

 １７ページ、１８ページをお願いします。 

 同款、同項、４目農林業費府補助金で２,７２６万円。主なものといたしまして、

１節農業費補助金２,３７４万円、このうち農業委員会等補助金２７５万７,０００円、

中山間地域等直接支払交付事業補助金２８２万８,０００円を、共同製茶等省力化推

進事業補助金４４３万５,０００円、農業次世代人材投資資金６７５万円を計上させ

ていただいております。 

 同款、３項委託金、１目総務費委託金、１,８４６万９,０００円。主なものにつき

ましては、１節徴税費委託金、個人府民税取扱費委託金４７４万円。 
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 また、３節選挙費委託金として１,３５９万２,０００円。こちらにつきましては参

議院議員選挙委託金８４５万９,０００円、京都府知事選挙委託金５１３万３,０００

円でございます。 

 １９ページ、２０ページをお願いいたします。 

 １９款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、８,１８８万１,０００

円。財政調整基金繰入金を計上しております。 

 同款、同項、２目減債基金繰入金、５,１４３万８,０００円。 

 また、同款、同項、５４目地域福祉基金繰入金、９４０万円。合わせまして、５８

目豊かな森を育てる基金繰入金８１２万４,０００円を計上させていただいておりま

す。 

 ２１ページ、２２ページをお願いいたします。 

 ２１款諸収入、４項雑入、１目雑入５,８６４万５,０００円でございます。主なも

のといたしまして、２節雑入ということで５,３９４万５,０００円、このうち雇用促

進協議会事務費負担金で８６９万円、建物災害共済保険料で３,０２３万７,０００円、

京都府市町村振興協会市町村等交付金で４３１万２,０００円を計上させていただい

ております。 

 ２３ページ、２４ページをお願いします。 

 ２２款町債、１項町債、１目総務債で３,９２０万円。１節総務管理債で過疎対策

事業債（路線バス維持管理事業）３,９２０万円でございます。 

 同款、同項、２目民生債で２億５,５２０万円、１節社会福祉債で８,７８０万円、

こちらにつきましては、過疎対策事業債（総合保健福祉施設整備事業）でございます。 

 ２節児童福祉債で１億６,７４０万円、こちらの内訳といたしまして、過疎対策事

業債（すこやかエンジェル基金積立）６００万円、過疎対策事業債（和束保育園改修

事業）１億３,４７０万円、緊急防災・減災事業債（和束保育園耐震事業）で２,６７

０万円を計上しております。 
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 同款、同項、６目土木債で１億１,４１０万円。主なものといたしまして、１節道

路橋りょう債８,４１０万円、このうち過疎対策事業債（祝橋整備事業）で４,５３０

万円、同じく、過疎対策事業債（石寺橋整備事業）で５６０万円、また、（町道撰原

下島線拡幅改良事業）で２,６１０万円を計上しております。 

 ２節河川債で３,０００万円、こちらにつきましては、緊急浚渫推進事業債という

ことでよろしくお願いいたします。 

 同款、同項、１０目臨時財政対策債２,５５０万円。こちらにつきましては、臨時

財政対策債として計上しております。 

 ２５ページ、２６ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出の説明に移らせていただきます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午前１０時４０分まで休憩します。 

休憩（午前１０時２７分～午前１０時４０分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、説明を続けさせていただきます。 

 予算に関する説明書をお願いいたします。 

 予算に関する説明書２５ページ、２６ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出の説明をさせていただきます。 

 こちらにつきましても款、項、目、本年度予算額、説明、特に今回につきましては、

事業ごとに主なものの説明とさせていただきますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 １款議会費、１項議会費、１目議会費、５,３３２万９,０００円。主なものといた
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しまして、議会議員人件費３,３８２万８,０００円、また、議会職員人件費として１,

５５３万４,０００円が主な内容でございます。 

 続きまして、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、本年度予算額が３億

８,０２８万７,０００円でございます。 

 主なものにつきましては、事業ごとでございますので、特別職人件費２,９４６万

４,０００円。一般職人件費１億４,８８６万２,０００円。一般管理諸経費といたし

まして３,６７２万９,０００円、このうち共済費の社会保険料、こちらにつきまして

は、一般会計で予算計上しております会計年度任用職員に係ります社会保険料で６４

８万円を。 

 ２９ページ、３０ページをお願いいたします。 

 また、需用費で７７７万９,０００円、このうち庁舎の光熱水費で４７５万２,００

０円を。 

 委託料といたしまして１,４２９万１,０００円、主なものにつきましては、定期清

掃・宿日直業務委託料４６９万円、和束町例規集編集委託料２８０万５,０００円。 

 ３１ページ、３２ページをお願いいたします。 

 また、電子計算費の事業といたしまして７,２１８万２,０００円を、このうち委託

料で１,２４６万１,０００円、主なものにつきましては、電算ネットワーク保守委託

料６５３万９,０００円、電算仮想化基盤更新業務委託料５２７万８,０００円。 

 備品購入費といたしまして、総合行政情報ネットワーク機器３,０３３万９,０００

円を、負担金補助及び交付金では京都府町村会情報センター負担金で１,８８７万８,

０００円を計上しております。 

 また、相楽東部広域連合分の職員人件費として６,１５５万８,０００円。 

 海洋センター管理諸経費として６４５万７,０００円。 

 ３３ページ、３４ページでございますが、相楽東部広域連合事業費として負担金で

ございますが、２,１７０万４,０００円を計上させていただいております。 
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 同款、同項、２目企画費で５,２８７万６,０００円を計上しております。主なもの

といたしまして、３５ページ、３６ページでございますが、地域おこし協力事業費で

１,２５８万２,０００円、このうち３名分に係ります報酬等で６１９万６,０００円

を、また委託料といたしまして地域おこし協力隊まちづくり事業委託料２４０万円を

計上しております。 

 和束町文化的景観調査事業費として５８０万円、このうち和束町文化的景観調査研

究委託料５２９万７,０００円が主なものでございます。 

 次に、移住・定住促進事業費で１,７１２万円を、主なものといたしまして、委託

料、移住・定住促進委託料で２５０万円、負担金補助及び交付金といたしまして、子

育て・三世代同居等応援住宅総合支援補助金で５２０万円、また、移住促進住宅整備

事業補助金で９００万円を計上しております。 

 次に、３７ページ、３８ページでございますが、事業名が景観保全事業でございま

す。こちらにつきましては５５２万５,０００円を計上しております。主なものとい

たしまして、３９ページ、４０ページになりますが、負担金補助及び交付金で、まち

なみ修景事業補助金５１０万円。 

 事業名でございますが、空き家活用による新ビジネス創生事業２７４万５,０００

円、こちらにつきましては、委託料で空き家活用プロモーション委託料１２０万円、

また、負担金補助及び交付金でサテライトオフィス空き家改修助成金７５万円、サテ

ライトオフィス空き家提供協力金２５万円を計上させていただいております。 

 同款、同項、３目文書広報費で１,３９９万８,０００円を計上しております。 

 主なものにつきましては、事業名でいいますと広報広聴事業人件費３７５万５,０

００円。 

 めくっていただきまして、４１、４２ページになりますが、茶源郷行政情報配信シ

ステム維持管理事業９５８万円、こちらの主なものにつきましては、委託料４８４万

円、このうち茶源郷行政情報配信システム保守業務委託料３９６万円、また議会中継
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システム保守料８８万円、使用料及び賃借料で茶源郷行政情報配信システムサーバー

使用料２３８万７,０００円が主なものとなっております。 

 同款、同項、４目活性化対策費で１,１１１万７,０００円を、主なものといたしま

して、事業名、和束運動公園管理事業費で６５９万円、このうち委託料、和束運動公

園美化事業委託料で４８０万円。体験交流センター管理諸経費で２９５万６,０００

円、４３ページ、４４ページになりますが、体験交流センターに係ります光熱水費２

５２万円が主な内容でございます。 

 続きまして、４５ページ、４６ページをお願いいたします。 

 同款、同項、１０目交通安全対策費、５１２万１,０００円を計上しております。

主なものにつきましては、交通安全対策事業費５０３万８,０００円、このうち負担

金補助及び交付金で交通安全灯（防犯灯）設置維持管理事業補助金３８５万円が主な

ものでございます。 

 同款、同項、１１目地籍調査費で５１４万９,０００円。こちらにつきましては、

地籍調査事務経費ということで５１４万９,０００円を、このうち委託料の地籍調査

委託料で５００万円を計上しております。 

 ４７ページ、４８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、１２目交通対策費、４,９７３万９,０００円。主なものといたしまし

て、路線バス対策諸経費４,７３２万２,０００円、このうち負担金補助及び交付金で

路線バス運行維持補助金４,６３５万７,０００円。 

 また、事業名になりますが、にぎわい回復周遊パス支援事業、こちらについては１

８０万円、主なものにつきましては、負担金補助及び交付金で和束おもてなし商品券

補助金１５０万円でございます。 

 同款、２項徴税費、１目税務総務費２,８０５万２,０００円。一般職員人件費で２,

１３１万円が主なものでございます。 

 ４９ページ、５０ページになりますが、税務総務諸経費で６７２万４,０００円を、
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このうち負担金補助及び交付金で５９７万８,０００円、京都地方税機構負担金とし

て５７９万１,０００円を計上しております。 

 同款、同項、２目賦課徴収費で８４４万８,０００円でございます。賦課徴収費諸

経費で８４４万８,０００円、このうち主なものといたしまして、委託料４７９万９,

０００円、比準割合更新業務委託料１７７万１,０００円、標準宅地鑑定評価業務委

託料１７２万３,０００円、償還金利子及び割引料で過誤納還付金１００万円を計上

しております。 

 同款、３項戸籍住民登録費、１目戸籍住民登録費で１,４２５万５,０００円。 

 事業といたしましては、一般職員人件費で５２６万８,０００円を、戸籍住民登録

諸経費で４８８万９,０００円を、こちらにつきましては、会計年度任用職員の報酬、

等が主なものでございます。 

 また、負担金補助及び交付金では、地方公共団体情報システム機構負担金で１６６

万９,０００円を計上させていただいております。 

 個人番号カード交付事務事業費３１２万７,０００円、主な支出につきましては、

会計年度任用職員の人件費。 

 また、５３ページ、５４ページでございますが、コンビニ交付サービス事業費とい

たしまして９７万１,０００円計上しているところでございます。 

 同款、同項、４目戸籍電算化事業費、８０４万３,０００円でございます。主なも

のにつきましては、戸籍電子化事業諸経費８０４万３,０００円のうち使用料及び賃

借料、戸籍クラウド利用料５５５万８,０００円が主なものとなっております。 

 続きまして、同款、４項選挙費、３目参議院議員選挙費、８４５万９,０００円で

ございます。参議院議員選挙管理委員会委員等人件費で１２０万７,０００円、参議

院議員選挙事務職員人件費で７８万４,０００円、また、参議院議員選挙事務諸経費

で６４６万８,０００円、このうち投開票事務従事者報酬２２１万３,０００円、めく

っていただきまして、需用費で１０６万５,０００円、また、委託料のポスター掲示
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場設置・撤去委託料８７万８,０００円が主なものでございます。 

 同款、同項、４目京都府知事選挙費、５１３万３,０００円。京都府知事選挙管理

委員会委員等人件費で９４万９,０００円、京都府知事選挙事務諸経費で３７３万６,

０００円、このうち投開票事務従事者報酬１５２万４,０００円が主なものでござい

ます。 

 少しページをめくっていただきまして、５９ページ、６０ページになります。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、３億８,１５７万９,０００円

でございます。 

 主な事業といたしまして、一般職員人件費ということで７,６５２万８,０００円。

また、社協職員設置事業費で１,８２２万４,０００円。 

 ６３ページ、６４ページになりますが、福祉医療（障害者）事業費で６４１万６,

０００円、このうち扶助費で福祉医療として６３０万円を、重度心身障害老人健康管

理事業費で５１３万９,０００円を、こちらにつきましても扶助費の重度心身障害老

人健康管理として５１０万円を計上しております。 

 国保事業勘定繰出金事業費でございますが、繰出金として４,３１６万円。 

 ６５ページ、６６ページになりますが、障害者自立支援給付事業１億３０２万７,

０００円、主なものといたしまして、扶助費の障害者自立支援１億１６８万円。  

 自立支援医療給付事業費で１,０６９万５,０００円、このうち扶助費で自立支援医

療給付で１,０６８万円。 

 ６７ページ、６８ページになりますが、総合保健福祉施設整備事業１億７４０万４ ,

０００円を計上しております。このうち主なものといたしまして、委託料で１億１３

０万円、測量設計業務委託料で６００万円、総合保健福祉施設整備設計業務委託料で

８,２００万円、総合保健福祉施設整備支援業務委託料で１,０５０万円を計上させて

いただいております。 

 同款、同項、２目国民年金事務費で６４１万５,０００円。こちらにつきましては、
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一般職員人件費６２１万８,０００円が主な内容でございます。 

 ６９ページ、７０ページをお願いいたします。 

 同款、同項、３目老人福祉費、２億３,５９８万２,０００円でございます。老人福

祉諸経費といたしまして４２１万１,０００円を、このうち負担金補助及び交付金、

山城病院組合負担金（介護老人保健施設事業）でございますが、４１７万８,０００

円。 

 老人福祉施設措置事業費で７１１万８,０００円を、めくっていただきまして、７

１ページ、７２ページになりますが、扶助費で同額を計上しております。 

 また、老人医療事業費で５０５万９,０００円を、このうち主なものが扶助費の老

人医療で４８０万円。 

 介護保険事業勘定特別会計繰出金として１億９５７万５,０００円。 

 介護保険サービス勘定特別会計繰出金といたしまして３８４万円。 

 後期高齢者医療事業費として後期高齢者療養給付費負担金で６,９０９万７,０００

円を、繰出金といたしまして後期高齢者医療特別会計繰出金２,７９９万１,０００円

を計上させていただいております。 

 続きまして、７３ページ、７４ページでございます。 

 同款、同項、６目人権ふれあいセンター費、２,３３３万７,０００円。こちらにつ

きましては、一般職員人件費で１,５２９万４,０００円。 

 人権ふれあいセンター諸経費で７１７万３,０００円、このうち主なものにつきま

しては、会計年度任用職員の人件費等になります。 

 ７７ページ、７８ページをお願いしたいと思います。 

 同款、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費で６,１２１万４,０００円でございま

す。一般職員人件費として７２６万３,０００円。 

 めくっていただきまして、７９ページ、８０ページでございますが、児童手当給付

事業費で３,３０７万６,０００円、こちらにつきましては、扶助費で児童手当として
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３,３００万円計上させていただいております。 

 福祉医療（ひとり親・子育て支援）事業費で１,０７１万５,０００円を、このうち

扶助費として、ひとり親医療１６５万円、子育て支援医療（府）の分が２４０万円、

子育て支援医療（町単独）分で６３０万円を計上させていただいております。 

 また、すこやかエンジェル基金設置事業費の積立金として６００万１,０００円。 

 ８１ページ、８２ページになりますが、子育て応援給付金事業１５０万円を計上さ

せていただいております。 

 同款、同項、３目保育所費で２億６,４４２万７,０００円。 

 こちらにつきましては、和束保育園人件費として６,７１８万１,０００円。 

 保育所諸経費として３,２７６万２,０００円、主なものといたしまして、会計年度

任用職員の報酬、また、８３ページ、８４ページになりますが、需用費の賄材料費６

７８万円が主なものでございます。 

 次に、東保育園諸経費として２９７万円を、こちらにつきましては、本年４月から

仮園舎として保育園を運営しますので、そのかかる費用ということで、需用費の光熱

水費２０４万円を計上させていただいております。 

 ８５ページ、８６ページでございますが、和束保育園耐震及び改修事業費１億６,

１５１万４,０００円でございます。 

 主なものといたしまして、工事請負費の和束保育園耐震改修工事１億５,８４０万

円を計上させていただいております。 

 同款、同項、４目いきいきこども館費、１,０５８万円。いきいきこども館運営諸

経費として１,０５８万円、主な支出につきましては、会計年度任用職員の報酬でご

ざいます。 

 ８７ページ、８８ページをお願いします。 

 同款、同項、５目放課後児童対策費、８９１万６,０００円、放課後児童対策事業

諸経費８９１万６,０００円のうち主なものの支出といたしましては、会計年度任用
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職員の報酬等でございます。 

 同款、同項、６目子育て支援事業費、１,２６３万７,０００円。 

 こちらにつきましては、子育て支援センターの職員人件費１,２３９万４,０００円

が主な内容となっております。 

 ８９ページ、９０ページをお願いします。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、６,６４２万７,０００円。 

 主なものといたしまして、一般職員人件費８５３万６,０００円、保健事業諸経費

で２,９８５万１,０００円、このうち負担金補助及び交付金で山城病院組合負担金が

２,５９９万７,０００円。 

 また、国保直診勘定特別会計繰出金で２,７８９万円を計上させていただいており

ます。 

 同款、同項、２目予防費で２,３９０万３,０００円。 

 予防諸経費ということで２,０１９万円を、９１ページ、９２ページでございます

が、このうち委託料として、がん診査等検診委託料で８１７万６,０００円を、予防

接種等委託料で９３４万８,０００円。 

 また、新型コロナウイルスワクチン接種事業費として３７１万３,０００円を、主

な支出としまして、報償費のコロナワクチン接種等謝金８７万５,０００円、委託料

のコロナワクチン接種委託料１６８万８,０００円を計上させていただいております。 

 同款、同項、３目母子衛生費で５７７万２,０００円を。 

 母子衛生諸経費で、同額でございますが、主なものといたしまして、報償費の乳児

健診等謝金１３０万４,０００円、委託料、妊婦健診委託料１３７万３,０００円、め

くっていただきまして９３ページ、９４ページでございますが、備品購入費で視力検

査用備品１７９万３,０００円を計上させていただいております。 

 同款、同項、４目環境衛生費、２億１,３９３万５,０００円。 

 主な支出につきましては、簡易水道特別会計繰出金７,５５９万２,０００円、下水
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道特別会計繰出金１億３,５４５万４,０００円を計上させていただいております。 

 また、同款、同項、５目共同浴場費でございますが、１,４７８万２,０００円。 

 このうち主な支出が共同浴場運営諸経費のうち需用費で燃料費３３１万２,０００

円、光熱水費３８１万円、めくっていただきまして、９５ページ、９６ページでござ

いますが、委託料、共同浴場管理業務委託料５１０万円を計上させていただいており

ます。 

 同款、２項清掃費、１目じん芥処理費、１億２,４０８万８,０００円。 

 じん芥処理諸経費として主な支出でございますが、負担金補助及び交付金、相楽東

部広域連合負担金１億２,２４３万９,０００円でございます。 

 同款、同項、２目し尿処理費、３,２１８万６,０００円。 

 し尿処理諸経費として２,８１６万８,０００円を、このうち負担金補助及び交付金

で相楽郡広域連合分担金で１,８９３万８,０００円を、また同じく相楽郡広域事務組

合負担金として、し尿券の売払の関係でございますが、８９５万３,０００円を計上

させていただいております。 

 合併処理浄化槽設置整備事業費で４０１万８,０００円、めくっていただきまして、

９７ページ、９８ページでございますが、負担金補助及び交付金ということで、合併

処理浄化槽設置整備事業補助金３９７万６,０００円を計上させていただいておりま

す。 

 ５款農林業費、１項農業費、１目農業委員会費で４１０万５,０００円を。 

 主な支出につきましては、農業委員会設置事業費３９０万８,０００円、このうち

農業委員報酬、農地利用最適化推進委員報酬、それぞれ報酬の部分が主な内容でござ

います。 

 同款、同項、２目農業総務費、３,８２４万６,０００円。 

 主な支出につきましては、一般職員人件費３,７３７万８,０００円でございます。 

 ９９ページ、１００ページでございますが、同款、同項、３目農業振興費、２,９
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８６万４,０００円。 

 主な事業でございますが、中山間地域等直接支払交付事業費３８１万１,０００円。

こちらにつきましては、負担金補助及び交付金で中山間地域等直接支払補助金３７３

万円。 

 また、茶源郷和束にぎわい創出プロジェクト事業費として１,０９７万円を、こち

らにつきましては、１０３ページ、１０４ページになりますが、和束茶を活かした新

産業創出事業委託料１,０９７万円を計上させていただいております。 

 農業次世代人材投資資金給付事業で６７６万１,０００円を、このうち負担金補助

及び交付金で農業次世代人材投資資金給付事業負担金６７５万円、農業経営継承・発

展等支援事業３００万円、こちらにつきましても、負担金補助及び交付金で農業経営

継承・発展等支援事業補助金ということで３００万円を計上させていただいておりま

す。 

 同款、同項、４目茶業振興費で１,７９６万３,０００円。 

 茶業振興対策諸経費として４１６万４,０００円を、主なものにつきましては、負

担金補助及び交付金で出品茶推進委員会補助金２００万円、地域ブランド育成支援事

業補助金１５０万円。 

 また、共同製茶等省力化推進事業費ということで４８７万９,０００円。 

 和束茶ブランド確立事業、委託料、地域ブランド確立事業委託料で３００万円。 

 和束茶産特産品開発事業で４００万円を委託料として計上させていただいておりま

す。 

 １０５ページ、１０６ページをお願いいたします。 

 同款、同項、６目農業施設管理費で６５６万９,０００円でございます。 

 農業施設管理諸経費といたしまして３１６万４,０００円。こちらにつきましては、

グリンティ和束の管理費になります。 

 また、交流ステーション（農産物直売所）管理事業で３４０万５,０００円。主な
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支出につきましては、会計年度任用職員の報酬等になります。 

 同款、２項林業費、１目林業総務費で７３１万７,０００円でございます。 

 こちらにつきましては、主な支出は、一般職員人件費５０６万９,０００円。 

 めくっていただきまして、１０７ページ、１０８ページでございますが、林業総務

諸経費２２４万８,０００円。主な支出につきましては、負担金補助及び交付金、和

束町森林組合助成金２００万円でございます。 

 同款、同項、２目林業振興費で２,７５６万１,０００円。 

 主な内容につきましては、松くい虫防除事業費２１７万８,０００円。 

 また、湯船森林公園管理事業費で２０７万１,０００円。 

 野生鳥獣被害総合対策事業費で１９２万４,０００円。 

 １０９ページ、１１０ページになりますが、豊かな森を育てる府民税交付金事業、

こちらにつきましては委託料でございますが、２０１万６,０００円。 

 豊かな森を育てる基金積立事業、こちらは積立金でございますが、１,０１６万８,

０００円。 

 森林経営管理事業として８０３万５,０００円。このうち委託料でございますが、

森林経営管理事業業務委託料８００万円を計上させていただいております。 

 ６款商工費、１項商工費、１目商工振興費で１,８４６万円でございます。 

 主なものにつきましては、商工振興諸経費１,６２６万円。このうち負担金補助及

び交付金で相楽郡広域連合事務局分担金が１７５万円、和束町商工会助成金で５００

万円、和束町雇用促進協議会負担金８６９万円。 

 また、地域経済牽引事業で２２０万円、主な支出につきましては、負担金補助及び

交付金ということで、交流拠点設備助成金１００万円、茶源郷和束ＰＲ事業助成金７

０万円、新商品開発・販路拡大助成金５０万円でございます。 

 同款、同項、２目観光費で２,１０８万６,０００円でございます。 

 主な支出でございますが、観光諸経費で２８７万円。こちらにつきましては、１１
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１ページ、１１２ページでございますが、負担金補助及び交付金のお茶の京都ＤＭＯ

負担金負担金１５０万８,０００円。 

 また、１１３ページ、１１４ページでございますが、農・観連携コミュニティ創生

事業費７００万円、こちらについては委託料ということで計上させていただいており

ます。 

 グリーンスローモビリティ周遊観光事業費で３４６万４,０００円を、主な支出に

つきましては、会計年度任用職員の報酬、また委託料といたしまして、グリーンスロ

ーモビリティ運行対応委託料１５３万３,０００円、グリーンスローモビリティＰＲ

事業委託料５０万円。 

 観光案内所運営事業費で４７３万９,０００円を、こちらも委託料でございますが、

観光案内所管理運営委託料を計上させていただいております。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、３,１５０万６,０００円でござい

ます。 

 主な支出につきましては、一般職員人件費で２,４７１万５,０００円。 

 土木管理諸経費で６３９万１,０００円、主な支出につきましては、会計年度任用

職員の報酬等になります。 

 １１７ページ、１１８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、３目道路新設改良費、２億８１７万９,０００円。 

 橋梁長寿命化修繕事業で１,５１５万３,０００円を、このうち橋りょう点検調査業

務委託料１,１００万円、工事請負費４００万円。 

 また、舗装維持管理事業で６０６万３,０００円を計上させていただいております。

主なものにつきましては、工事請負費６００万円でございます。 

 祝橋整備事業では１億１,６７０万５,０００円を計上させていただいております。

主な支出につきましては、委託料ということで、測量設計業務委託料１,１５０万円、

めくっていただきまして、工事請負費で７,５００万円、補償補填及び賠償金の補償
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金ということで３,０００万円を計上させていただいております。 

 石寺橋整備事業で１,２１２万８,０００円を、主な支出につきましては、委託料の

測量設計業務委託料１,２００万円でございます。 

 町道撰原下島線拡幅改良事業で５,８１３万円を、主な支出につきましては、工事

請負費の５,５００万円、補償補填及び賠償金で補償金でございますが、３００万円

を計上しております。 

 同款、３項河川費、１目河川総務費で３,０１５万７,０００円。 

 河川総務諸経費で、同額でございますが、主な支出につきましては、工事請負費と

いうことで、こちらは浚渫事業でございます。３,０００万円を計上させていただい

ております。 

 同款、５項住宅費、１目住宅管理費、６,７１４万５,０００円。 

 主な支出につきましては、一般職員人件費６６３万５,０００円。 

 めくっていただきまして、１２１ページ、１２２ページでございますが、町営住宅

管理事業費６,０５１万円、このうち主な支出につきましては、委託料でございます

が、町営住宅長寿命化計画更新業務委託料５００万円、工事請負費といたしまして、

第２中西住宅の修繕工事請負費で５,０００万円を計上させていただいております。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費で１億３,４２６万６,０００円。 

 主な支出といたしまして、常備消防諸経費、負担金補助及び交付金になりますが、

相楽中部消防組合負担金１億３,４２５万６,０００円を計上させていただいておりま

す。 

 同款、同項、２目非常備消防費、３,７６７万９,０００円。 

 主な支出につきましては、非常備消防人件費８８２万２,０００円、消防団員報酬

８２６万８,０００円。 

 めくっていただきまして、非常備消防諸経費２,８８５万７,０００円、このうち主

な支出につきましては、報償費の退職報償金４５０万円、旅費の費用弁償、こちらに
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つきましては、水火災訓練警戒等の費用弁償５７６万円でございます。また、備品購

入費で小型動力ポンプ付積載軽消防自動車６５０万円、負担金補助及び交付金、公務

災害補償等共済掛金５８３万８,０００円が主な支出でございます。 

 続きまして、１２５ページ、１２６ページをお願いいたします。 

 同款、同項、５目災害対策費、１,０１１万３,０００円。 

 主な支出といたしまして、災害対策諸経費２５４万７,０００円、このうち負担金

補助及び交付金で木造住宅耐震改修事業補助金１７０万円が主な予算でございます。 

 また、防災同報無線整備事業で６７５万４,０００円、こちらについては委託料、

防災無線保守委託料でございます。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、２億１,００３万１,０００円。 

 相楽東部広域連合事業費ということで、連合への負担金２億１,００３万１,０００

円を計上させていただいております。 

 １０款災害復旧費、１項農林業施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧費、３７

８万７,０００円。 

 農業用施設災害復旧事業（補助・現年）、委託料でございますが、測量設計業務委

託料として２００万円。 

 また、農業用施設災害復旧事業（単独・現年）ということで１７８万７,０００円

を、こちらにつきましては、１２７ページ、１２８ページでございますが、工事請負

費で農業用施設災害復旧工事費１５０万円を計上させていただいております。 

 同款、同項、２目農地災害復旧費、３５４万５,０００円。 

 こちらにつきましては、農地災害復旧事業（補助・現年）の測量設計業務委託料と

いうことで２００万円。 

 農地災害復旧事業（単独・現年）、工事請負費の農地災害復旧工事費で１５０万円

を計上しております。 

 同款、２項公共土木施設災害復旧費、１目道路橋梁施設災害復旧費、３６０万３,
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０００円ということでございます。 

 道路橋梁災害（補助・現年）で２００万円ということで、こちらにつきましても委

託料、測量設計業務委託料２００万円。 

 また、道路橋梁災害（単独・現年）でございますが、１６０万３,０００円を、こ

ちらについては工事請負費で道路橋りょう災害復旧工事費１５０万円計上させていた

だいております。 

 同款、同項、２目河川災害復旧費、３６０万円。 

 河川災害（補助・現年）、こちらも委託料でございますが、測量設計業務委託料で

２００万円。 

 河川災害（単独・現年）でございますが、１２９ページ、１３０ページでございま

すが、工事請負費、河川災害復旧工事費１５０万円を計上させていただいております。 

 １１款公債費、１項公債費、１目元金、３億６,６１５万３,０００円。 

 こちらにつきましては、町債償還元金でございます。 

 また、同款、同項、２目利子ということで８８１万２,０００円。 

 こちらについても町債償還利子８３１万２,０００円が主なものでございます。 

 １３款予備費、１項予備費、１目予備費、５００万円を計上させていただいており

ます。 

 １３１ページ、１３２ページから１３４ページまでは給与費明細になっております

ので、お目通しのほうをよろしくお願いいたします。 

 次に、１３５ページでございますが、債務負担行為で、令和５年度以降にわたるも

のについての令和３年度末までの支出額又は支出額の見込み及び令和４年度以降の支

出予定額に関する調書でございます。 

 事項、限度額、令和３年度末までの支出（見込）額、令和４年度以降の支出予算額

の順に説明を申し上げます。 

 地方公務員定年延長制度整備支援事業、１１０万円、令和３年度ゼロ、令和４年度
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７７万円、財源等につきましては一般財源でございます。 

 総合保健福祉施設整備事業、８,２００万円、令和３年度ゼロ、令和４年度８,２０

０万円、財源につきましては地方債が７,１９０万円、その他で７４０万円、一般財

源が２７０万円でございます。 

 祝橋整備事業、５,０００万円、令和３年度ゼロ、令和４年度５,０００万円、財源

内訳につきましては、国庫支出金で３,１９０万円、地方債で１,８１０万円でござい

ます。 

 戸籍システムクラウド化事業、３,５９６万５,０００円、令和２年度から令和３年

度まで１,４８８万２,０００円、令和４年度から令和６年度まで２,１０８万３,００

０円、財源につきましては一般財源２,１０８万３,０００円でございます。 

 １３６ページにつきましては、地方債の令和２年度末における現在高並びに令和３

年度末及び令和４年度末における現在高の見込みに関する調書でございます。こちら

のほうにつきましては、また、お目通しのほうをよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、議案書のほうに戻らせていただきます。 

 議案第４号 

令和４年度和束町湯船財産区特別会計予算 

 令和４年度和束町湯船財産区特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２１０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

                          令 和 ４ 年 ３月１０ 日提出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 １枚おめくりいただきたいと思います。 

 第１表 歳入歳出予算でございます。 
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 歳入でございます。 

 款、金額の順に説明申し上げます。 

 １款財産収入、１,０００円。 

 ３款繰入金、１６８万８,０００円。 

 ４款繰越金、２０万円。 

 ５款諸収入、２１万１,０００円。 

 歳入合計、２１０万円でございます。 

 続きまして、歳出でございますが、こちらにつきましても、款、金額の順に説明申

し上げます。 

 １款管理会費、１４万８,０００円。 

 ２款総務費、１７５万２,０００円。 

 ４款予備費、２０万円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、令和４年度和束町湯船財産区特別会計予算Ｎｏ.

４によりまして説明を続けさせていただきます。 

 １ページから４ページまでにつきましては、総括ということで議案書のほうと重複

しますので省略をさせていただきます。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 

 主なものの説明とさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 ３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、１６８万８,０００円。 

 こちらにつきましては、１節財政調整基金繰入金でございます。 

 ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、２０万円。 

 こちらについては、１節の前年度繰越金でございます。 

 ５款諸収入、２項雑入、１目雑入でございますが、こちらについては２１万円。 

 雑入ということで２１万円でございます。 
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 ７ページ、８ページをお願いします。 

 続きまして、歳出でございます。 

 こちらにつきましても、主なものの説明とさせていただきますので、よろしくお願

いします。 

 １款管理会費、１項管理会費、１目管理会費、１４万８,０００円。 

 主な支出につきましては、管理会運営費ということで１３万３,０００円でござい

ます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、９９万８,０００円。 

 事業といたしまして、一般管理諸経費ということで９９万８,０００円。主な支出

につきましては需用費で７６万円、このうち光熱水費が３６万６,０００円。 

 同款、同項、２目財産管理費で７５万４,０００円でございます。 

 財産管理諸経費で７５万３,０００円、このうち主な支出といたしまして、委託料

の山林保育委託料５３万６,０００円でございます。 

 以上、私のほうから説明とさせていただきます。 

 そのほかの特別会計につきましては、それぞれの担当課長より説明させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 おはようございます。 

 それでは、私のほうからは、議案第５号の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第５号 

令和４年度和束町国民健康保険特別会計予算 

 令和４年度和束町国民健康保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 
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 （歳入歳出予算） 

 第１条 事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５億８,７００万円、

直営診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８,４２０万円と

定める。 

 ２ 事業勘定及び直営診療施設勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金） 

 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借入れの最高額は、事業勘定及び直営診療施設勘定それぞれ５,

０００万円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

                          令 和 ４ 年 ３月１０ 日提出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表でございます。 

 歳入歳出それぞれ、款及び金額の説明とさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 １款国民健康保険税、９,９４９万１,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１０万円。 

 ４款府支出金、４億３,８７４万８,０００円。 

 ５款財産収入、１,０００円。 

 ６款繰入金、４,８２５万円。 
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 ７款繰越金、１,０００円。 

 ８款諸収入、４０万９,０００円。 

 歳入合計、５億８,７００万円でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 こちらにつきましても、款及び金額の順に説明させていただきます。 

 １款総務費、３１８万５,０００円。 

 ２款保険給付費、４億１,７７６万３,０００円。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１億４,８８５万９,０００円。 

 ４款共同事業拠出金、１,０００円。 

 ６款保健事業費、１,１７５万１,０００円。 

 ７款基金積立金、１,０００円。 

 ８款公債費、３万円 

 ９款諸支出金、４１万円。 

 １０款予備費、５００万円。 

 歳出合計は、歳入と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.５、予算に関する説明書により説明を続けさせていただき

ます。 

 １ページから４ページは議案書と重複しますので、説明を省略させていただきます。 

 また、詳細は主なもののみとさせていただきます。 

 では、まず、５ページ、６ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、９ ,

９４８万８,０００円。主なものといたしまして、１節医療給付費分現年課税分５,８

１８万円、２節後期高齢者支援金分現年課税分が２,３００万円、３節介護納付金分

現年課税分が９８５万８,０００円でございます。 
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 ４款府支出金、２項府補助金、１目保険給付費等交付金、４億３,８７４万８,００

０円。内訳といたしまして、１節普通交付金４億１,３３４万８,０００円、２節特別

交付金２,５４０万円でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 ６款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、５０９万円。 

 １節財政調整基金繰入金でございます。 

 同款、２項一般会計繰入金、１目保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）、２,２４

４万円でございます。 

 同款、同項、２目保険基盤安定繰入金（保険者支援分）、１,２２５万９,０００円

でございます。 

 ２枚おめくりいただきまして、１１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 こちらも款、項、目、金額、事業費ごとに主なもののご説明をさせていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、１５０万５,０００円。こちらは

一般管理諸経費として１５０万５,０００円でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、１３ページ、１４ページをお願いいたします。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費、３億４,８４２万

８,０００円。一般被保険者療養給付費負担金の事業分になります。 

 同款、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、６,０００万円。一般被保

険者高額療養費負担金の事業費分でございます。 

 ２枚おめくりいただきまして、１７ページ、１８ページをお願いいたします。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費

分、９,９６５万２,０００円。一般被保険者医療給付費分の納付金分でございます。 

 同款、２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分、３,

３８３万３,０００円。一般被保険者後期高齢者支援金等分の納付金でございます。 
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 同款、３項介護納付金分、１目介護納付金分、１,５３５万２,０００円。介護納付

金分の納付金でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、１９ページ、２０ページをお願いいたします。 

 ６款保健事業費、１項保健事業費、１目疾病予防費、７３３万３,０００円。保健

事業諸経費でございます。人間ドック検査委託料として５７６万９,０００円、特定

健康診査委託料として７６万８,０００円が主なものでございます。 

 同款、２項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費、４３５万９,００

０円。特定健康診査等事業諸経費分でございます。特定健康診査委託料３９４万８,

０００円が主なものとなります。 

 ２枚おめくりいただきまして、２３ページ以降は給与費明細をつけておりますので、

後ほどお目通しいただきたいと思います。 

 以上、令和４年度国民健康保険特別会計（事業勘定）の説明とさせていただきます。 

 なお、直営診療施設勘定につきましては、診療所事務長と説明を交代させていただ

きます。 

 以上よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午前１１時３８分～午後１時３０分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 国民健康保険診療所事務長。 

○診療所事務長（細井隆則君） 

 それでは、続きまして、私の方から、議案第５号 令和４年度和束町国民健康保険

特別会計予算（直営診療施設勘定）につきましてご説明申し上げます。 

 議案書につきましては午前中に税住民課長から説明がありましたので、私からは、
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第１表 歳入歳出予算からご説明させていただきます。 

 予算書のほうをお開きいただきますようにお願いいたします。 

 第１表 歳入歳出予算、歳入。 

 款及び金額の順に申し上げます。 

 １款診療収入、４,９１１万円。 

 ２款使用料及び手数料、２７万円。 

 ５款繰越金、８０万円。 

 ６款繰入金、２,７８９万円。 

 ７款財産収入、１,０００円。 

 ８款諸収入、６１２万９,０００円。 

 歳入合計、８,４２０円。 

 続きまして、歳出でございます。 

 歳出につきましても、款、金額の順に申し上げます。 

 １款総務費、５,６９１万７,０００円。 

 ２款医業費、２,６９７万円。 

 ３款公債費、１万３,０００円。 

 ５款予備費、３０万円。 

 歳出合計は、歳入予算と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.５、予算に関する説明書、令和４年度和束町国民健康保険

特別会計予算（直営診療施設勘定）によりご説明申し上げます。 

 １ページから４ページの総括は議案書と重複しますので、説明を省略させていただ

きます。 

 ５ページ、６ページをお開きください。 

 まず、５ページ、６ページ、歳入からでございます。 

 主なもののみ、款、項、目、本年度予算、節または説明の順に申し上げさせていた
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だきます。 

 １款診療収入、２項外来収入、１目国民健康保険診療収入、１,０００万円。現年

度分でございます。 

 同款、同項、２目社会保険診療収入、５００万円。こちらにつきましても現年度分

でございます。 

 同款、同項、４目一部負担金収入、７５０万円。こちらも現年度分でございます。 

 同款、同項、５目その他の診療収入１５０万円。こちらも現年度分でございます。 

 一つ飛ばしまして、同款、同項、７目後期高齢者医療保険診療報酬収入、２,５０

０万円。こちらにつきましても、現年度分でございます。 

 ６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、２,７８９万円。一般会

計からの繰入金でございます。 

 ８款諸収入、ページをめくっていただきまして、７ページ、８ページでございます

が、２項受託収入、１目検診等受託収入、５９２万８,０００円。１節検診等受託収

入で同額を計上しております。インフルエンザ等の予防接種、国保後期高齢の特定検

診、企業健診等の受託収入でございます。 

 続きまして、９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 歳出につきましても、款、項、目、本年度予算、節または説明の順に申し上げます。 

 １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費、５,６７１万円。 

 まず、内訳といたしまして主なものでございますが、職員人件費として１,９５１

万７,０００円、内容といたしましては、給料として１,０７９万７,０００円、職員

手当として５９７万７,０００円、共済費として２７４万３,０００円計上いたしてお

ります。 

 また、一般管理諸経費としては３,７１９万３,０００円、内訳の主なものといたし

まして報酬として９０８万６,０００円、こちらにつきましては、会計年度任用職員
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の報酬でございます。また、報償費につきましては１,６３３万５,０００円、こちら

につきましては、非常勤医、令和４年度は非常勤の先生方でお願いしますが、その報

償費でございます。 

 めくっていただきまして、１１ページ、１２ページでございます。 

 ２款医業費、１項医業費、３目医薬品衛生材料費、２,３００万円。こちらにつき

ましては、需用費として同額計上しておりますが、医薬品衛生諸経費ということで医

療材料費、患者様に処方させていただくお薬であったり、医療・診察に使う諸材料の

経費でございます。 

 以上でございます。 

 １５ページ以降に給与費明細をつけておりますので、また後ほどお目通しいただき

たいと思います。 

 以上、令和４年度和束町国民健康保険特別会計予算（直営施設勘定）の説明とさせ

ていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。  

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうから、和束町簡易水道事業特別会計予算並びに和束町下水道事

業特別会計予算の２議案についてご説明させていただきます。 

 それでは、議案書のほうをお開きください。 

 議案第６号 

令和４年度和束町簡易水道事業特別会計予算 

 令和４年度和束町簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億８７０万円と定める。 
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 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 （地方債） 

 第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」に

よる。 

 （一時借入金） 

 第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、５,０００万円と定める。 

                          令 和 ４ 年 ３月１０ 日提出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 おめくりください。 

 それでは，第１表のほうから説明させていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 第１表 歳入歳出予算。 

 歳入。 

 １款使用料及び手数料、１億９１６万３,０００円。 

 ２款分担金及び負担金、１２２万６,０００円。 

 ３款国庫支出金、１８１万１,０００円。 

 ５款財産収入、１,０００円。 

 ６款繰入金、７,５５９万２,０００円。 

 ７款繰越金、１００万円。 

 ８款諸収入、７,０００円。 

 ９款町債、１,９９０万円。 

 歳入合計、２億８７０万円。 



― 48 ― 

 歳出でございます。 

 １款総務費、８,４６７万２,０００円。 

 ２款施設費、５０万円。 

 ３款公債費、１億２,２５２万７,０００円。 

 ４款基金積立金、１,０００円。 

 ６款予備費、１００万円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 おめくりいただきまして、第２表 地方債でございます。 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法の読み上げにて説明させてい

ただきます。 

 資本費平準化債、６００万円、証書借入れ又は証券発行、年５％以内（ただし、利

率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の

見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）、政府資金については、その融

資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定するものによる。ただし、町

財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借換

えすることができる。 

 公営企業会計適用債、１,３９０万円、起債の方法、利率、償還の方法については

同様でございます。 

 計１,９９０万円でございます。 

 それでは、予算に関する説明書Ｎｏ.６をもって主なもののみ説明させていただき

ます。 

 こちらも同様、５ページからの説明とさせていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

 まず、歳入でございます。 

 １款使用料及び手数料、１項使用料、１目水道使用料、現年度分として１億７７５
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万１,０００円。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目施設費国庫補助金、１８１万１,０００円。

１節施設費補助金、生活基盤施設耐震化等交付金で１８１万１,０００円でございま

す。 

 ６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、７,５５９万２,０００円。

一般会計より７,５５９万２,０００円の繰入れでございます。 

 おめくりいただきまして、９款町債、１項町債、１目簡易水道事業債、資本費平準

化債として６００万円、公営企業会計適用債として１,３９０万円でございます。 

 以上が歳入でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 こちらも同様、主なもののみの事業で説明させていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で８,４６７万２,０００円でござい

ます。 

 主なものとして、職員人件費等で９８９万７,０００円。 

 一般管理諸経費として７,４７３万円、この中の主なものとしましては、需用費で

１,５８１万３,０００円、光熱水費で６０３万８,０００円、修繕費で６６０万円、

役務費で通信運搬費として３０６万７,０００円、委託料として３,６８０万円でござ

います。おめくりいただきまして、委託料につきましては、中央監視システム等保守

点検業務委託料として５５７万３,０００円、水道施設台帳システム構築業務委託料

として６００万円、地方公営企業法適用支援（固定資産台帳整備）業務委託料として

１,１８０万３,０００円、公課費１,１７０万１,０００円、主なものとして消費税１,

１６９万４,０００円でございます。 

 続きまして、３款公債費、１項公債費、１目元金１億６５９万１,０００円でござ

います。町債償還元金、償還金利子及び割引料、償還金ということで１億６５９万１ ,

０００円でございます。 



― 50 ― 

 おめくりいただきまして、同款、同項、２目利子、１,５９３万６,０００円。町債

償還利子、償還金利子及び割引料、利子及び割引料１,５９２万６,０００円でござい

ます。 

 以上が歳出でございます。 

 おめくりいただきまして、給与費明細については後ほどお目通しください。 

 債務負担行為の関係でございます。 

 １９ページをご覧ください。 

 債務負担行為で令和５年度以降にわたるものについての令和３年度末までの支出額

又は支出額の見込み及び令和４年度以降の支出予定額等に関する調書。 

 事項として、地方公営企業法適用支援事業、限度額２,４９４万３,０００円、令和

３年度末までの支出額につきましてはゼロでございます。令和４年度以降の支出予定

額につきましては、令和４年度から令和５年度まで２,４９４万３,０００円でござい

ます。 

 その後、町債の令和２年度末における残高等につきましては、後ほどお目通しのほ

うをよろしくお願いいたします。 

 以上が、簡易水道事業についての説明でございます。 

 議案書にお戻りいただきまして、議案第７号の説明をさせていただきます。 

 議案第７号 

令和４年度和束町下水道事業特別会計予算 

 令和４年度和束町下水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億５,１３０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 （地方債） 
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 第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」

による。 

 （一時借入金） 

 第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、５,０００万円と定める。 

                          令 和 ４ 年 ３月１０ 日提出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 おめくりください。 

 第１表でございます。 

 こちらも同様、款、金額で説明させていただきます。 

 １款分担金及び負担金、７８０万円。 

 ２款使用料及び手数料、３,２９４万２,０００円。 

 ３款国庫支出金、７５０万円。 

 ５款繰入金、１億３,５４５万４,０００円。 

 ６款繰越金、２００万円。 

 ７款諸収入、４,０００円。 

 ８款町債、６,５６０万円。 

 歳入合計、２億５,１３０万円。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、４,６１０万８,０００円。 

 ２款管理費、５,０２２万５,０００円。 

 ４款公債費、１億５,４４６万７,０００円。 

 ５款予備費、５０万円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 
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 おめくりください。 

 第２表 地方債でございます。 

 こちらも先ほどと同様の説明とさせていただきます。 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法で読み上げさせていただきま

す。 

 下水道事業（特定環境保全公共下水道事業債）、２６０万円、証書借入又は証券発

行、年５％以内（ただし、利率見直し方法で借り入れる政府資金及び地方公共団体金

融機構資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）、

政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定

するものによる。ただし、町財政の都合により、据置期間及び償還期限を短縮し、又

は繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。 

 下水道事業（資本費平準化債）、５,０８０万円、起債の方法、利率、償還の方法

は同様でございます。 

 下水道事業（公営企業会計適用債）、１,２２０万円、こちらも起債の方法、利率、

償還の方法は同様でございます。 

 合計６,５６０万円。 

 続きまして、予算に関する説明を行います。資料Ｎｏ.７をお開きください。 

 こちらも同様、５ページからの説明とさせていただきます。 

 主なもののみの説明とさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、７８０万円、１項分担金、１目下水道分担金ということで、

工事分担金として、現年度分６５０万円を予定しております。 

 ２款使用料及び手数料、３,２９４万２,０００円、１項使用料、１目下水道使用料

として現年度分の使用料が３,０３０万１,０００円でございます。 

 ３款国庫支出金、７５０万円、１項国庫補助金、１目下水道費国庫補助金、社会資
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本整備交付金として７５０万円を予定しております。 

 ５款繰入金、１億３,５４５万４,０００円、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰

入金、一般会計より１億３,５４５万４,０００円の繰入れでございます。 

 おめくりいただきまして、８款町債、６,５６０万円、１項町債、１目下水道事業

債、特定環境保全公共下水道事業債として２６０万円、資本費平準化債として５,０

８０万円、公営企業会計適用債として１,２２０万円でございます。 

 以上、歳入でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、４,６１０万８,０００円。主なも

のとしまして、職員人件費として１,３１１万８,０００円、主に人件費でございます。 

 一般管理諸経費３,２９１万５,０００円でございます。主なものとして、委託料で

２,９３８万６,０００円、地方公営企業法適用支援（固定資産台帳整備）業務委託料

として８５３万６,０００円、地方公営企業法適用支援（移行支援）業務委託料とし

て３１３万５,０００円、地方公営企業法適用支援（例規整備）業務委託料として５

５万円、下水道事業ストックマネジメント設計業務委託料１,７００万円でございま

す。公課費として消費税３０４万６,０００円でございます。 

 ２款管理費、１項施設管理費、１目処理場管理費、３,５４８万２,０００円でござ

います。 

 主なものとしましては、処理場の管理諸経費でございます。委託料で２,９７３万

円、この内訳としまして、処理場運転管理等委託料で２,２０４万４,０００円、汚泥

処理・運搬委託料で５００万円でございます。 

 続きまして、同款、同項、２目管渠管理費、１,４７４万３,０００円でございます。 

 事業費の内訳としましては、管渠管理諸経費として需用費、光熱水費で２３３万６,

０００円、工事請負費で１,０１０万円、町道鷲峰山線祝橋架替工事に伴う下水道整

備等工事６５０万円でございます。 



― 54 ― 

 ４款公債費、１項公債費、１目元金、１億３,１４８万７,０００円。町債償還元金、

償還金利子及び割引料、償還金１億３,１４８万７,０００円でございます 

 おめくりいただきまして、同款、同項、２目利子、２,２９８万円でございます。 

 主なものとしましては、町債償還利子、償還金利子及び割引料、利子及び割引料と

いうことで２,２９８万円でございます。 

 そのあと給与費明細をつけておりますので、後ほど確認ください。 

 引き続きまして、１９ページでございます。 

 こちらも債務負担行為に係るものがございますので、ご説明させていただきます。 

 債務負担行為で令和５年度以降にわたるものについての令和３年度末までの支出額

又は支出額の見込み及び令和４年度以降の支出予定額等に関する調書でございます。 

 事項：地方公営企業法適用支援事業、限度額２,６４９万９,０００円、令和３年度

までの支出額、令和３年度につきましてはゼロでございます。令和４年度以降の支出

予定額２,６４９万９,０００円でございます。 

 町債の令和２年度末における現在高並びに令和３年度末及び令和４年度末における

現在高の見込みに関する調書については、お目通しのほうをよろしくお願いいたしま

す。 

 私のほうからの簡易水道特別会計及び下水道特別会計の予算説明とさせていただき

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 それでは、私からは、議案第８号の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第８号 
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令和４年度和束町介護保険特別会計予算 

 令和４年度和束町介護保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７億１,５００

万円、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７２

０万円と定める。 

 ２ 保険事業勘定及び介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金） 

 第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による保険事業勘定の一時借入金

の借入れの最高額は、６,０００万円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

                          令 和 ４ 年 ３月１０ 日提出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算でございます。 

 まず、歳入。 

 款、金額の順に説明させていただきます。 

 １款保険料、１億４,３２３万７,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１,０００円。 

 ３款国庫支出金、１億６,７７３万１,０００円。 

 ４款支払基金交付金、１億８,７１５万３,０００円。 
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 ５款府支出金、１億７２９万５,０００円。 

 ６款財産収入、１,０００円。 

 ７款繰入金、１億９５７万６,０００円。 

 ８款諸収入、５,０００円。 

 ９款繰越金、１,０００円。 

 歳入合計、７億１,５００万円。 

 続きまして、歳出でございます。 

 こちらも同様に、款と金額の順に説明させていただきます。 

 １款総務費、１,００２万円。 

 ２款保険給付費、６億７,２５２万２,０００円。 

 ４款地域支援事業費、３,１２９万１,０００円。 

 ５款基金積立金、１,０００円。 

 ６款公債費、５万円。 

 ７款諸支出金、７２万円。 

 ８款予備費、３９万６,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.８ 予算に関する説明書、令和４年度和束町介護保険特別

会計（保険事業勘定）で説明させていただきます。 

 １ページから４ページまでは先ほどと重複いたしますので省略させていただきまし

て、５ページ、６ページのほうをお願いいたします。 

 歳入からでございます。 

 款、項、目、本年度予算額、説明の順に主立ったもののみ説明させていただきます。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、１億４,３２３万７,０

００円。 

 これにつきましては、現年度分の特別徴収保険料として１億３,７２５万１,０００
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円、また、現年度分の普通徴収保険料として５７３万６,０００円が主立ったもので

ございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、１億１,５８７万２,０

００円。現年度分でございます。 

 同款、２項国庫補助金、１目調整交付金、４,３６５万８,０００円。現年度分の調

整交付金でございます。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、１億８,１５

７万７,０００円。現年度分でございます。 

 ５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金、１億２６９万３,０００円。

現年度分でございます。 

 おめくりいただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、８,４０６万３,０００

円。これにつきましては、介護給付費の繰入れということで、一般会計からの繰入れ

で計上させていただいています。 

 同款、同項、４目その他一般会計繰入金、１,０４０万９,０００円。これにつきま

しては、午前中、副町長からの説明にもありましたが、第９期の計画に係る委託料が

主立ったものとなっております。 

 おめくりいただきまして、１１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 こちらにつきましても、款、項、目、本年度予算額、主立ったものの説明とさせて

いただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、３９８万２,０００円。 

 介護保険庶務事業費といたしまして３９８万２,０００円計上させていただいてい

ます。主立ったものといたしまして、委託料の介護保険事業計画策定委託料といたし

まして２３６万５,０００円計上させていただいています。 
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 同款、３項介護認定審査会費、１目認定調査等費、３８７万９,０００円。これに

つきましては、認定調査等事業費ということで３８７万９,０００円計上させていた

だいています。 

 同款、同項、２目認定審査会、１８４万円。これにつきましては、認定審査会委託

事業費といたしまして１,８４０万円の計上、これにつきましては負担金ということ

になっております。 

 １３ページ、１４ページをお願いいたします。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、２億３ ,

４００万円。これにつきましては、居宅介護サービス給付事業費の負担金補助及び交

付金の負担金といたしまして２億３,４００万円計上いたしております。 

 同款、同項、３目地域密着型介護サービス給付費、４８０万円。これにつきまして

は、地域密着型介護サービス給費事業費の負担金として４８０万円計上させていただ

いています。 

 おめくりいただきまして、１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 同款、同項、５目施設介護サービス給付費、３億２,４００万円。施設介護サービ

ス給付事業の負担金として３億２,４００万円計上いたしております。 

 同款、同項、９目居宅介護サービス計画給付費、２,７６０万円。居宅介護サービ

ス計画給付事業費といたしまして、負担金２,７６０万円計上いたしております。 

 おめくりいただきまして、１７、１８ページをお願いいたします。 

 同款、２項介護予防サービス等諸経費、１目介護予防サービス給付費、１,０２０

万円。介護予防サービス給付事業費の負担金１,０２０万円でございます。 

 おめくりいただきまして、１９ページ、２０ページをお願いいたします。 

 同款、同項、７目介護予防サービス計画給付費、２４０万円。介護予防サービス計

画給付事業費の負担金２４０万円でございます。 

 同款、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、２,０４０万円。高



― 59 ― 

額介護サービス事業費の負担金２,０４０万円でございます。 

 おめくりいただきまして、２１ページ、２２ページをお願いいたします。 

 同款、５項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、４,２

００万円。特定入所者介護サービス事業費負担金４,２００万円でございます。 

 おめくりいただきまして、２３ページ、２４ページをお願いいたします。 

 ４款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費、１目介護予防生活支

援サービス事業費、１,０２０万円。訪問・通所・生活支援事業費の負担金１,０２０

万円でございます。 

 おめくりいただきまして、２５ページ、２６ページをお願いいたします。 

 同款、２項一般介護予防事業費、１目一般介護予防事業費、４６１万１,０００円。

一般介護予防事業費といたしまして、委託料といたしまして４５６万円計上させてい

ただいております。 

 ３５ページ以降、給与費明細となりますので、後ほどお目通しのほうをよろしくお

願いいたします。 

 続きまして、サービス事業勘定の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 第１表 歳入歳出予算でございます。 

 まず、歳入。 

 款、金額の順に説明させていただきます。 

 １款サービス収入、３３６万円。 

 ２款繰入金、３８４万円。 

 歳入合計、７２０万円。 

 歳出でございます。 

 こちらも同様に、款、金額の順に説明させていただきます。 

 １款総務費、５７７万円。 



― 60 ― 

 ２款事業費、１２０万２,０００円。 

 ３款予備費、２２万８,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.８ 予算に関する説明書の介護保険特別会計予算（サービ

ス事業勘定）のほうをよろしくお願いいたします。 

 １ページから４ページまでは総括でございますので、５ページ、６ページをお願い

いたします。 

 まず、歳入でございます。 

 主なもののみ説明させていただきます。 

 先ほどと同様、１ページから４ページまでは重複いたしますので、省略させていた

だきまして、５ページ、６ページをお願いいたします。 

 款、項、目、本年度予算額、説明の順に説明させていただきます。 

 １款サービス収入、１項予防給付費収入、１目居宅支援サービス計画費収入、３３

６万円。居宅支援サービス計画費収入でございます。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、３８４万円。一般会計か

らの繰入れでございます。 

 おめくりいただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 こちらにつきましても、款、項、目、本年度予算額、説明の順に、主立ったものの

み説明させていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、５７７万円。 

 職員人件費といたしまして１７２万７,０００円、また一般管理諸経費といたしま

して、会計年度任用職員の報酬として２４０万１,０００円を計上させていただいて

おります。 

 ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費、１２０万２,０
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００円。 

 居宅介護支援事業の委託料として、計画委託料１２０万２,０００円計上させてい

ただいています。 

 １１ページ以降は給与費明細となりますので、また後ほどお目通しのほうをよろし

くお願いいたします。 

 私のほうからは以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 それでは、議案第９号につきましてご説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第９号 

令和４年度和束町後期高齢者医療特別会計予算 

 令和４年度和束町後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８,１９０万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

                          令 和 ４ 年 ３月１０ 日提出 

                          和束町長 堀   忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表でございます。 

 歳入歳出それぞれ款、金額のご説明とさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 １款保険料、５,０４８万８,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１万円。 
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 ３款繰入金、２,７９９万１,０００円。 

 ４款繰越金、３３万９,０００円。 

 ５款諸収入、３０７万２,０００円。 

 歳入合計、８,１９０万円。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、９５万９,０００円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、７,５０８万７,０００円。 

 ３款保健事業費、５２８万４,０００円。 

 ４款諸支出金、２０万１,０００円。 

 ５款予備費、３６万９,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.９ 予算に関する説明書によりご説明させていただきます。 

 １ページから４ページは議案書と重複しますので、説明を省略させていただきます。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 

 説明につきましては主なもののみとさせていただきます。 

 款、項、目、金額の順にご説明申し上げます。 

 まず、歳入でございます。 

 １款保険料、２項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料、３,０７３万７,０

００円。現年度分でございます。 

 同款、同項、２目普通徴収保険料、１,９７５万１,０００円。内訳といたしまして

は、１節現年度分が１,９６５万１,０００円、２節滞納繰越分が１０万円でございま

す。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、２,７９９万１,０００円。

内訳といたしまして、１節事務費繰入金６０２万１,０００円、２節保険基盤安定繰

入金が２,１９７万円でございます。 
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 ２枚おめくりいただきまして、９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。 

 歳入と同じく、主なもののみの説明とさせていただきます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後

期高齢者医療広域連合納付金、７,５０８万７,０００円。事業科目としまして、後期

高齢者医療広域連合諸経費の負担金となっております。 

 ３款保健事業費、１項健康保持増進事業費、１目健康診査費、５２８万４,０００

円。こちらは健康診査諸経費の事業費となっております。主なものといたしましては、

１２節委託料４９８万６,０００円でございます。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 以上で、各課長による令和４年度予算についての説明が終わりました。 

 これから質疑を行いますが、質疑につきましては、最初にページ数と項目を述べて

から質問をいただきたいと思います。よろしくお願いをいたします。 

 それでは、質疑を行います。 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 ちょっと確認の意味で質問させていただきます。 

 国民健康保険特別会計予算の１８ページになるかなというふうに思うんですが、今

日の朝刊の記事で国保納付金の増額ということで記事になってました。これを読みま

すと、京都府と府内の市町村に対して国民健康保険事業の納付金を増やすよう求めて

いるということで、その理由としましては、新型コロナウイルスの感染拡大による受

診控えが収まって医療費が増額傾向にあるということが原因だそうです。 

 この記事を見ますと、府内の２６市町村で増額があったりするんですが、本町和束

町におきましては除くということになっております。減額ということになっておりま
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すが、令和４年度予算の中でこういったものが府の納付金に影響するのかどうか、そ

のあたりご説明いただけたらなと思います。今日の新聞ですから住民の方も心配され

ているかと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（吉田敏江君） 

 髙山委員のご質問にお答えいたします。 

 まず、ただいまご質問にありました納付金でございますが、１７ページの３款、１

目医療給付費分がまず主になってくるかと思いますが、予算上では９,９６５万２,０

００円で計上させていただいている部分が主なものに当たってくるかと思われます。

こちらのほうの納付金は、算定方法といたしまして、過去３年度分の医療費、また被

保険者数の増減等を考慮いたしてまして、京都府のほうが算定をしておるものでござ

います。 

 この算定いたしましたものが今の時期に決定いたしまして、令和４年度、次年度の

１年間の納付金という形で決定されてくるものでございます。 

 新聞記事にありましたというところの医療費でございますが、和束町の過去３年分

の医療費は、平成３０年度、３年前でございますが、まず約４億６,０００万円、令

和元年度約４億２,０００万円、令和２年度が約３億７,０００万円ということで減少

傾向にあった中で、こちらが主な要因となり、和束町の場合は減少という形になった

かと思われます。 

 納付金のほうは、年度当初に決定いたしましたもので１年間固定で変動はありませ

んので、今年度、納付金が追加で増額になるということはないような制度になってお

ります。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 
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○２番（髙山豊彦君） 

 ありがとうございます。 

 ３年間の中で算定されるということで、令和４年度には変わりはないということで

ございます。少し一安心かなというふうに考えてます。また、よろしくお願いします。 

 続いてですね、１２月議会、また３月議会で一般質問でも取り上げさせていただき

ました合併処理浄化槽の関係でございます。 

 予算説明書の９６ページになるかと思いますが、ここで合併処理浄化槽設置整備事

業費として４０１万８,０００円ということで計上されているわけですが、一般質問

のときも触れましたけれども、国の循環型社会形成推進交付金の中では宅内配管工事

費用やくみ取り便槽及び単独浄化槽の廃棄するときの費用、また、単独浄化槽の雨水

貯蔵槽として活用するための洗浄・消毒費用ですね、そういったものも補助対象にな

っているということで、浄化槽の設置整備事業の要綱であるとか、公共浄化槽等整備

推進事業の要綱の中にもそのことは昨年１２月２０日で改定されてまして、今現在、

明記されております。 

 ということからしますと、令和４年度はこういった国の補助制度がこの予算の中に

含まれてくるべきではないかなというふうに思うんですが、そのあたりいかがですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（竹谷徹也君） 

 失礼いたします。 

 髙山委員のご質問にお答え申し上げます。 

 髙山委員おっしゃいますとおり、先日の議会のほうでも交付金事業のほうが改正に

よりましてできてる状況にはございますが、今年度の予算に計上させていただいてい

る分につきましては、従来どおりの合併浄化槽の設置事業費のみとなっております。

先般の定例会でも申し上げておりましたが、また今後、財政的なこともございますの



― 66 ― 

で、その辺は協議の上、進めていきたいと思っていたところでございます。現在につ

きましては、申し上げましたとおり、従来どおりの合併処理浄化槽の補助金というこ

とでとどまっているところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 今、従来どおりということでおっしゃいました。財政状況によるからという理由で

ございます。令和２年３月５日に浄化槽法の一部を改正する法律等の施行について通

知ということで、環境省環境再生資源循環局長から各都道府県に通知が来ております。

この中ではですね、政府の目標を達成するために市町村が積極的に生活対策に取り組

み、汚水処理未普及解消の課題となっている単独浄化槽やくみ取り便槽から合併処理

浄化槽への転換を強力に進めていく必要があるということなんですよ。ですから、そ

のために、今回、法律の浄化槽法の改定があったわけですよ。１２月２０日付でそう

いった補助制度も新たに設けられたんですよね。ですから、このことはやはり国のそ

ういった方針に基づいてですね、市町村とすればそういう事業に取り組むというのが

必要だろうというふうに思いますが、そのあたりはいかがですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（竹谷徹也君） 

 髙山委員のご質問にお答え申し上げます。 

 国の方針は明確に、今、委員おっしゃいますとおり示されているところでございま

す。水洗化、また水の保全に対しまして各種施策が用意されておりますので、当初予

算のほうには計上できてない状況ではございますが、先日の定例会でも申し上げまし

たとおり、今後、協議を進めていかなければならないと思っているところでございま
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す。京都府のほうへの要望等、また本町におけます条例の関係もございますので、そ

の辺の整備も必要なところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 今、読み上げさせていただいたこの通知の中に、市町村は排水設備を設置し、また

はくみ取り便所を水洗便所に改造しようとするものに対して必要な資金の融資、また

はそのあっせん、利害関係を有する者との間に紛争が生じた場合における和解の仲介、

その他の援助に努めるものとされており、国は市町村が資金の融通を行う場合には、

これに必要な資金の融資、またはそのあっせんに努めるものであることということで、

浄化槽法のほうに記載されているわけですよ。ですから、国もその支援はしますよと

いうことは浄化槽法の中に明記されているんです。ですから、やはりこれは必要な条

例改正は当然していただかないといけないというふうに思いますし、また、府のほう

と調整していただいて、令和４年度の早い時期に、本来、国から得られるべき補助制

度をしっかりと取れるように努力を願いたいというふうに思いますが、いかがですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（竹谷徹也君） 

 ご質問にお答え申し上げます。 

 国の施策が明確になっておりますので、本町の状況等におきましても進めていくべ

き事柄だと思っております。検討・協議並びに事務的な整備の関係につきまして進め

ていかなければならないと思っているところでございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 
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○２番（髙山豊彦君） 

 ぜひ、そこは府のほうとまた調整していただいて、すぐ対応いただきたいというよ

うに思います。 

 加えまして、一般質問でも取り上げさせていただきましたが、公共浄化槽について

です。 

 市町村設置型の公共浄化槽等整備推進事業と個人設置型の浄化槽設置整備事業の補

助対象となる基準が違うんですね。要するに、今、本町でやられてる個々に設置する

浄化槽に対する補助制度と公共浄化槽としての補助制度が違うんです。補助率が違う

んです。 

 個人の設置型の場合は補助対象が市町村と国の負担分ですね、要するに、市町村と

国の負担分に対して国の負担が３分の１なんですよ。個人の負担は６割なんです。個

人の設置の場合は４割に対して国は３分の１補助しますよと。公共の浄化槽の場合は、

設置工事費総額に対して国は３分の１の補助を出しますと言うてるんです。総額の中

でも９割です。個人負担は１割になってますから、９割に対して、それの３分の１を

国は補助しますていうことになっているんです。ですから、個人の設置型の個人に対

する負担は６割要るんですが、公共にしますと１割で済むんですよ。 

 １２月にご説明いただきました設置費用として、大体７人槽で１３０万円ぐらいと

いうお話でした。これで計算しました。１３０万円ということでいきますと、単純に

個人負担１３万円ですね。あと、それが６０％となりますと７０万円ほど負担しない

といけない。大きな差があるわけですよ。ですから、公共浄化槽の取組をしていただ

きたいというふうに思うんです。これは設置費用だけです。先ほどの宅内配管の費用、

また、処理費用というのは別です。設置費用の１割負担で、国はそのうちの３分の１

を見ますよというのが今回の法改正の部分なんです。そこをしっかりとまた勉強して

いただいて対応いただきたいというふうに思います。 

 そのあたりいかがですかね、課長。 
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○委員長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（竹谷徹也君） 

 はい、ご質問にお答え申し上げます。 

 ただいまございました公共浄化槽の設置に関して、やはりこちらのほうにつきまし

ても協議が必要だと存じ上げます。確かに、補助率の面、なるべく個人のご負担が軽

くなるという本町に合ったような形の施策を考えていきたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後２時４０分まで休憩します。 

休憩（午後２時３２分～午後２時４０分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、質疑を続けます。 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 それでは、引き続いて、先ほどの件をもう少し質問させていただきたいというふう

に思います。 

 先ほどお話しさせていただきました公共浄化槽につきましては、浄化槽法第２条第

１項の第１の２に浄化槽処理促進区域内に対する浄化槽のうち設置計画に基づき設置

されたもの、要するに、そういう設置する計画を立ててですね、これは五箇年計画で

すが、それに基づいて設置された浄化槽で、なおかつ市町村が管理するものと規定さ

れております。 

 また、第１０条３項には、浄化槽管理者は浄化槽の保守点検を要する業とする者及

び清掃を清掃業者に委託することができるとあるんです。ですから、市町村が自ら清

掃であるとか点検であるとか、こういうことはやる必要がない、業者に委託すればい



― 70 ― 

いということになってます。そういうことで考えれば、今現在、単独浄化槽なり設置

されておられるお宅というのは、今、契約されている業者とそのまま継続してできる

んではないかなというふうに考えてます。 

 あと、環境省の浄化槽リノベーション推進検討委員会というのが令和元年１２月に

いろいろ検討もされておられるんですが、その中で、公共浄化槽は、市町村が設置主

体となることで維持管理が徹底され、良好な放流水質を確保できることや設置に関す

る住民の負担の軽減にもつながる。また、市町村が面的な浄化槽の整備を進めること

で合併浄化槽への転換が進めやすくなるということを環境省のほうで検討されたんで

す。それに基づいて法改正が行われてきたわけですよ。ですから、今回、第５次総合

計画の中で合併浄化槽の促進ということでうたわれているわけですから、そういった

ところで、やはりこれは進めるべきだというふうに考えております。 

 その浄化槽リノベーション推進検討会の終わりのとこでね、この対応方針に沿って

環境省が関係する省令改正等を行うとともに、予算制度の活用と併せて浄化槽行政の

実務を行う都道府県や市町村が改正法の施行にしっかりと取り組むことで、改正後の

趣旨に応える必要があるというふうに環境省のほうで言われているんです。ですから、

今、予算がないとかいうことじゃないんですよ。国が進めなさいと言ってるわけです

から、また、その予算措置をすると言ってるわけですから、国の予算をしっかり取り

にいってこの事業を進めていただきたいというふうに思いますが、いかがでしょうか、

町長。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 この合併浄化槽ですね、これは１２月に髙山議員からご質問いただきまして、今回

のこの議会でも答弁をさせていただきました。 

 基本的には、国のほうでは進めなさい。いわゆる努力目標を含めてやりなさいと。
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いわゆる公共下水道で行けないところを指定をして、ここをやっていかなきゃならん。

だから、国の方針でいうなら、和束町でしたら公共下水道に入ってないとこでまず指

定してやると。そして、それから、今、言われたように、公共的な施設は町が設置し

ていかなきゃならない。これは公共下水道ですから、町が全部責任を持ってやる。そ

して、下水道の利用料は同じように徴収する。これは１２月にいただきまして私も受

け止めましたけれども、いろいろと町村主体となってやる場合には、補助だけやなし

にこの制度の仕組みから検討しないといけないと、こういう答弁もさせてもらったん

ですけども、いわゆる、これは公共的に取り上げていきますと、ご案内のとおり、各

個人が公共だと大変なんですね。これから人口が減ってくる。だから、ここのところ

を検討して、今の合併浄化槽のとこへの補助制度を公共的に捉えてと私、申し上げま

したけど、個々のところにそういう補助要素とか、そういうものを検討できる余地が

あるのかなと私も考えた時期があるんですけども、そういうことも含めて、ちょっと

雑談もしておったんですけども、いわゆる合併浄化槽へ転化さすのも、公共下水道で

やっているところの転化さすのも理由は一緒なんですね。今、高齢者とか、こういう

ところで公共下水道ができてませんから、この辺のところの関連をどう整理するかと

いうことで、１２月にいただいて、事務局と建設課のほうと調整して検討してくれと

いうのは私のほうから指示している内容ですので、それは今までからやってきている

んかなと。 

 それと併せて、私もいろいろ耳にしておりますとですね、ふるさと納税とか、ああ

いうものを利用しながら、そして合併するところとどう絡ませていこうとか、いろい

ろ工夫するものがあると思います。法律は努力目標と補助金がありますよということ

もありますので、その立法精神を尊重しつつ、和束町はどうしたらいいか、ここをも

う少し煮詰めさせてもらわないと、早くっていうたら、私もどの程度がどうなのか漠

然と分かりませんで申し訳ないんですけども、趣旨としたらやっぱり公平感を持って

いく。そして、何とか合併浄化槽へ普及していく、こういう努力はしていかなきゃな
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らんと思います。 

 それと併せて、少子高齢化が進んでいますので、１人、２人のところの世帯をどう

下水道につないでいくか。こうなってくると宅内の補助制度も考えていかなきゃなり

ませんので、もう少しこの辺を検討。急ぐべき内容は急がなきゃならん。 

 今、髙山委員が言われたように、法律で謳ってるやつをうちの条例に何にもなって

ないこと、これは職務怠慢になりかねませんので、ここはきっちりしなきゃならない。 

 あと、和束町にどういう、その法律の趣旨に合ったものができるかという施策の設

計ですね、その制度設計を建設課と農村と併せてやっていかなきゃならない。これは

二つの課でやっておりますけど、内容によっては、将来は一つの課にまとめて公共下

水道課とやる場合も出てきますので、だから、そういう場での検討をしていく必要が

私はあると思います。 

 私はその考え方だけ申し上げました。事務的なところは分からないところがありま

すが、考え方はそうしていくべきだというように思います。 

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ２番、髙山委員。 

○２番（髙山豊彦君） 

 ありがとうございます。 

 これは京都府の資料なんですが、浄化槽事業ということで、公共浄化槽等整備推進

事業市町村設置事業として書かれているところで、根拠として、国費、循環型社会形

成推進交付金、これは先日の一般質問の中でも紹介させていただきました。それと、

地方創生汚水処理施設整備推進交付金、それと府補助の生活排水処理対策費補助金と

いうのが三つあるんです。ですから、府と調整していただいたら、そのあたりは教え

ていただけると思うんです。これにまた環境配慮、防災まちづくり浄化槽整備推進事

業ということでやれば、国の補助制度は２分の１になるんです。どうしたらその２分



― 73 ― 

の１にできるかというのは、またこれは府のほうで調整していただいたらいいのかな

というふうに思うんですね。 

 先ほど紹介させていただいた浄化槽法の一部改正する法律等の施行についての環境

省の通知の中には、市町村が公共浄化槽を設置する場合には、浄化槽は分散型汚水処

理施設であることから、各戸個別の設置が基本である。各戸設置型浄化槽で整備すべ

きエリアにおいてそれぞれ浄化槽整備を行うと。 

 一方で、狭小家屋、要するに、敷地が比較的余裕がないなどの密集するなどの地域

においては、その特性から複数戸数の汚水をまとめて処理するほうが望ましいと。そ

れについては個別じゃなくて共同浄化槽のほうが望ましいというやり方もありますよ

ということで言われてます。 

 今回、この予算の中にもありましたが、下水道事業会計を令和４年度の予算におい

ても一般会計繰入金が１億３,５００万円ね、予定として一般会計から繰入れされる

わけですよ。浄化槽などのし尿処理では、郡の広域事業組合の分担金とか浄化槽の設

置整備事業補助を合わせて３,２１８万円なんですね。下水道には１億３,０００万円、

浄化槽には３,２００万円しか入ってないんです。 

 これからしますと、先日の一般質問でも言いましたが、高額の事業費用を投入され

た下水道事業については、今なお一般会計から１億３,０００万円の繰入れがあって、

なおかつ、住民負担というのは少数の一人・二人世帯だと優遇されてるわけですよ、

基本料金で終わるわけですから。浄化槽の世帯とはそういうことにはなってないんで

すね。ですから、その事業費から考えますと、やはりもっと下水道の整備されていな

い地域に対してのそういった事業をやっていただく必要があるなというふうに思って

ます。 

 それで、３月のれんけいで見ますと、２月１日と現在の町内の世帯数１,６９６世

帯です。１２月に答弁がありましたが、大体、年間の合併浄化槽の管理費が５万円か

ら７万円。７万円で見たとしても１億１,８７２万円なんですよ。全世帯に合併浄化
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槽を設置して管理費を町が全部見たとしても１億１,８００万円なんですよ。全ての

家庭ですよ。下水道事業を整備されているところもそうしてやった場合でもそんだけ

なんですよ。 

 ですから、今、町長おっしゃいましたけど、今後のことをしっかりと考えていただ

いて、そこは対応いただきたい。これは私個人が言ってるんじゃないんです。整備さ

れていない西和束地域、原山・湯船地域の住民の方の声なんです。ですから、しっか

りとそこを対応していただきたいというふうに思いますが、最後にもう一度お願いし

ます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 お答えをさせていただきます。 

 さきの一般質問の答弁させていただきましたように、今も質問がありましたように、

公共下水道のほうも何年かかかっていますから、これの後どうしていくべきか、今、

考えています。 

 ストックマネジメントですかね、そういう中で考えていく。そのストックマネジメ

ントを考えていくときに、今、髙山委員が言われたように、そういうものも一体とし

て考えていかなきゃならない。しかし、それは時間がかかるから、私はもっとそれよ

り早めて、今の法律の中で何ができるのかということを関係課で検討する必要がある

のかなと、こういう話は課長ともしていました。そういう方向では検討しておると。 

 だから、基本的なとこ、公共下水道も今、言われたとおりです。そういう意味では

ストックマネジメントしていく中で十分その方向を示すと、そのときに一体的な考え

方をきちっと入れていくと。 

 先ほどの繰り入れてやっている、これが１億何千万円と大きな開きがあると。これ

はやっぱり国のほうも、し尿にしたかて何にしたかて、そういうところが要るという
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のは何ぼか交付税でも見てもらえるという、うちの出ていくやつはある程度、交付税

で見てもらえる、基準内で出ていって、一般財源かかったのはどうなんかというとき

は、そう大きく開きはなくなってくると。だから、そう考えていくと、国の施策も立

法精神をもっと踏まえて、もうちょっと具体化してですね、今、言われるように、各

町村に行き届くように、これはきっと和束町だけやなしにほかの地域にもまだまだそ

ういう問題点があるんやないか。そういう課題を共有して一つは実現していくと、そ

ういうようにしていくというのは大事なことであります。 

 今、言われたように、和束町では半分がそういう地域になりますからね、ここはや

っぱりきちっと受け止めて検討を進めていきたいと、こういうことでご理解お願いい

たします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

○７番（岡本正意君） 

 それでは、よろしくお願いしたいと思います。 

 まず、今回の令和４年度の予算といいますのは、コロナが３年目を迎えるというこ

とで、まだ終息のめどは全然立ってないという状況がございます。それと、昨年来か

ら原油価格の高騰が続きまして、今、ロシアのウクライナ侵攻を受けてさらにエネル

ギーの問題というのが深刻化してきていると。それが具体的に今、住民生活にも及ん

できているという中で、やはり令和４年度の予算というのは、これまでになく住民生

活、また、なりわい、地域経済への支援をしっかりと強化して支えていくということ

が基本になくてはいけないと思います。そういう立場から、今回の予算について議論

していきたいというふうにと思うんです。 

 それで、まず、簡易水道事業の関係でさきにお聞きしたいと思います。 

 今回、簡易水道事業会計の５ページにありますように、水道使用料について前年度

よりも３,１２３万５,０００円の増額ということになっております。これを昨年９月
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に簡易水道の使用料の改定という条例が通ったことでこの４月から改定の率を掛けて

いくということでこれだけの増額になっているということだと思うんですね。これま

でどおりに水を使っていても３,０００万円のお金が住民の方から飛んでいくと、な

くなるというのが今回の簡易水道の値上げということだと思うんですね。これはやは

り先ほど言いましたように、今こういった状況の中で、まさにこれは明らかに矛盾し

ておると、逆行しているというふうに言わざるを得ないと思うんですね。 

 これは静岡県のほうの新聞なんですけども、小山町というところが、今年２月に町

議会で２５％程度の水道料金の値上げについて全会一致で否決されております。コロ

ナ禍では理解が得られないというのが議会としての意思だったわけで、本当に和束町

の議会としても、そういう判断を下すべきだったというふうに今、思いますけども、

やはりこれが普通だと思うんですね。 

 そこでですね、やはり住民の方からも２月３日に、４月値上げ中止と再検討を求め

る署名がそのときは１,３７８筆提出され、その後の追加分を合わせますと１,４００

筆を超える署名が提出されました。これは極めて重くですね、決して無視は許されな

い声だというふうに思うんです。 

 そこで、二つ伺います。 

 一つは、これまで町長はですね、事前の住民説明や情報提供、意見聴取などを丁寧

にすべきだというふうに私も含めて議会として指摘をしてきましたけども、それを聞

かずに、住民代表の水道委員会で十分意見を聞いて時間をかけて検討してきたから十

分だというふうに言われてきました。しかし、今回の署名提出というのは住民の理解

が得られていないということですね。それから、行政の説明や情報提供、意見聴取が

極めて不十分だったということが明らかになったというふうに思うんですね。町長、

それはお認めになりますね。それが１点です。 

 二つ目に、しかし、町は値上げ方針を変えておられません。このまま今この予算で

いえばですね、値上げを強行されようとしております。これは住民の声を無視すると



― 77 ― 

いうことですか、町長。町長はこれだけの住民の声をどういうふうに考えておられる

んでしょうか。ふだんは住民との協働とか、住民の皆さんと力を合わせてとか、そう

いうことをよく口にされましたよね。その辺どう考えておられるのか。 

 ２月３日に署名提出を受けて、これをどうするのかということは当然検討されたと

思います、まだ予算編成途中ですから。どういうふうに検討されてこういう判断にな

っているのか、それをちゃんと説明いただけますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 最初に、よその町村との比較の状況ですが、その事業の進捗、そして形態、財政の

仕組み等から比較しないとなかなかいかない。和束町の実態は、岡本委員もご案内の

とおり、先ほどの下水道とは違うんですけども、一つの水源で安心安全な水を安定し

て家庭へお届けすると、これが和束町の大きな課題でありましたし、そうした面につ

いてこれまでから議会でも議論していただき、多くの皆さんと取り組んでまいりまし

た。この中では当然財源もついてくるわけであります。 

 そういう中で、その中には当然、合併一元化に向けて戦略を立ててやってきました。

こういった行政ルールを進めるのは、今、岡本委員が言われるように、大勢の方に説

明をして納得を得る、それが行政としてもいいんですが、和束町の場合、議会制の民

主主義ということで取っておりますので、議会と十分議論し、全員協議会というのは

習慣化して持っていくべきだと、これはそうなんですけども、これまでそのルールに

基づいて委員会を開き、そういう取組をしてきました。結果として、住民に伝わって

なかったという中で考えていきますと、不十分さという点には十分気をつけて、この

反省を次に生かせていくと、私はそのことが大事だと思っております。 

 今、予算の中に反映されてないと。これは和束町の実態でいきますと、これまでそ
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ういったことを合併を安定さす事業を進めていくのに事業費がかかりました。それが

今の予算に反映してきます。今、１年間でピークになりますと１億５,０００万円、

まだ今年のところはそこまで届いてないかも分かりませんが、そういう返済をしてい

かなきゃなりません。従来、１億円余りで済んできたものが１億５,０００万円を返

していかなきゃならない。そうすると、この事業会計はこのまま使用料を触れずして

やっていくと分母が大きく膨れました。分子はそのままであると。いわゆる交付金と

か、いろんな国の制度もありますが、こういった制度との比較もしていかなきゃなら

ない。そういった限度ギリギリのところで反映させていただきました。 

 しかし、岡本委員も言われるとおり、この時期にそうかと、これは会計の維持から

考えて、これもみんなと議論しながら本当に議員の皆さんにも通していただいたとい

うのは、そういうところの維持をしていかなきゃならん。ここは本当に苦しんで可決

いただいておるわけですから、だから、その答えも聞きながら、全体的にいろんな中

でコロナ対策は講じてきました。まだ、これからもそういった講じ方をしていくと、

これは大事だというように思っております。 

 そういう意味で、住民の水道ですけども、住民の生活をどう守るか、これはやっぱ

り和束町としてできる限りのことは考えていかなきゃならないと、こういうように受

け止めております。 

 先ほどの油の話とかいろいろありましたが、これはやっぱりウクライナ戦争の問題

で大きく変化しました。これは日本にもこれから経済には大きく影響してくると思い

ます。ここのところは国段階で対策を当然講じてもらえるところはあると思います。

しかし、その中で小回りする点については、和束町で取れる実態に合った内容という

のはこれからも検討はすべきだと思いますが、全てが全部町村でその答えに合ってく

る、そういうことは不可能だと思います。 

 そういう移り変わりの中で、やはり私たちの物の考えもフレキシブルに持ちながら、

現状に対応しながら住民の皆さんの生活が守られる、こういう観点からも十分これか
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らも努力してまいりたいと、このように思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

○７番（岡本正意君） 

 先ほど町長ね、議会制民主主義をどうのこうのと言うてはりましたよね。私はよく

言えたもんだと思うんですよ。実際ちゃんとした形で議会にまとまった形で説明とい

うかね、そのとき学習という形で受けたのって９月１４日ですよ。課長からやっとこ

ういう資料を出していただいた、９月１４日ですよ。９月の定例会で条例案を提案し

てましたよね。提案しながらやっとこういうのを出してやったというのでしょう。本

当にこれでよく議会を大事にしてるとか言われますよね。議会に十分な判断の材料を

与えずに決めたから議会制民主主義だというね、町長、悪くいえばそれは独裁のやり

方ですよ。そういうことはちゃんと実態を見て言っていただきたいなというふうに思

うんです。 

 一応、町長はいろいろ言われましたけども、反省をしてるって言われましたよね。

反省をして次にと言われましたよね。反省ということは間違ったことをしたから反省

するんですよね。何もしてなかったら反省する必要ないですよね。でも、反省して次

に行くって言われたから反省はされたということです。ということは、これまでの町

の対応としては誤りであったということだと思うんですよね。これは子供にも分かる

ことですよね。反省しなさいと言ったときには間違ったことをしたときなんですよ。

間違ったこともしてへんのに反省しなさいと言いませんよね。町長自ら反省したと言

われました。ということは、不十分だったと、間違いだったと、そういう部分があっ

たということを認めておられるということですよね。であるならば、反省したんだっ

たらたださなあきませんね、同じ過ちになりますから。だったら、まずは住民の声を

踏まえることじゃないんですか。それを無視して、取りあえず反省しましたから次や

らせていただきますということじゃないですわね。学校やったら先生から怒られます
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よ。そんなことは十分分かっておられると思いますけどね、だったらまず４月の値上

げを一旦止めて、今、言われたようなことも含めて住民の皆さんへの説明、意見聴取

をまず行うと。その時間をちゃんと取る。これは反省した方のすることじゃないんで

すか、町長。それもせずに強行そのまま値上げするというんだったら住民との信頼関

係は壊れますよ。今かなり壊れかけてますけど、町長にはそういうご認識はあります

か。このまま強行したら、あれだけの署名が集まって、まず考え直してほしいという

声に対して全く無視をして、とにかくやるというんだったら壊れますよね。そういう

ご認識はありますか。 

 もう一回言いますようにね、反省されたんだったら、まず、ここで一回止まるとい

うのが反省された方のやることじゃないんですか。どうですか、町長。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 先ほどお答えさせていただいたのは、まず、一つは、言われましたですけど、その

説明からスタートして、今、質問いただいていましたけども、私、申し上げておりま

すのは水道事業、これは安心安全な水を家庭にお届けする。安定的にこれからも続け

る。そういう設備を入れていく。そのためにも水道一元化に向けて、当初、一段階で

は東部水源、西部水源、そして、あと、人口５,０００人未満を切れたら統合、この

戦略は今のそれよりずっと前からそういう方向で行きましょうねと。そして、統合で

きた時点では値上げしますけども、途中では値上げを極力控えていきましょうねと。

だから、途中で値上げしたときには消費税アップされた分、外税で消費税の値上げを

したときが１回あります。だから、それ以外は２０年近く皆さんと一緒になってきて

上げてきてない。 

 今回上げたというのは、先ほど制度上もいろいろ問題があります。今もしそういう

ことがなければ、止めたら大変なことになる。だから、議員の皆さんにも苦渋の選択
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をしてもらった。そういう簡単な制度じゃないわけですから、しかしながら、私が言

ってますように、生活はやっぱり守っていかなきゃならんねと。 

 いろんなところで今までから、去年も一回、住民１人当たりの１万円の商品券の発

行するとか、そういうこともやってまいりました。そうしながらいろんな努力をして

いくことも私は大事だと思っております。だから、そういう意味では、そういった説

明を日頃からきちっと住民に対してできてたんか。これほど住民の大事な水事業であ

ったわけです。 

 和束町にすれば三十数億円からもっと超えてると思いますね。こんな大きな事業が

住民にどこまで訴えられたか。私どもは何年か一生懸命取り組んできた中で、こうい

った事業というのは、議員さんやみんなのご理解をいただきながら進めていかないと

なかなか進んでいきません。それを取り組んできて大きな事業が完成したときに、本

当に住民に訴えることができたかとか、そして、今回に及んだことの説明が本当にみ

んな１人１人行き渡ったか、ここの不十分を言わざるを得ない。だから、こういった

ことは今度に生かしていかなきゃならないと、私はそのように思っております。その

中で真摯に受け止めながら、住民の皆さんの声というのは大事にしてこれからもやっ

ていかなきゃなりませんし、そういう意味ではほかの施策においても、その声を生か

していく努力はしていくべきだと、このように思っております。 

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

○７番（岡本正意君） 

 口では反省してるって言っても、結局、反省してないということですね。去年の今

頃、町長選挙がありましたね。そのときに町長は分かってるのに何も言われませんで

した。その後も何度も事前に議会に諮る前にちゃんと説明すべきだって繰り返し言っ

てきました。それでも一つも言うことを聞かない。聞こうとしない。今になって住民
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の方が町長の目を覚ますために勇気を出して名前を書かれてるわけですよ、まずはこ

こで検討してほしいと。町長が分からないからそこまでさせてるわけですよ。今まで

何度も機会はあったわけでしょう。それを全く無視してここまで住民の方に労をいた

だいて、何とかそこで立ち止まって考え直して、ちゃんと説明してくださいというの

が住民の声でしょう。今、反省するっていうんだったら、それにまず応えることがさ

きでしょう。そこをほったらかしにして次も何もありませんよ、町長。もうちょっと

子供に対しても恥ずかしくない態度を取っていただきたい。町長は教育委員会を統括

する連合の重役なんですから、そういう方が平気で反省してますと言いながら、それ

を反省してちゃんとしたことをしない。それは置いといて、次、頑張りますと。学校

やったらこれは０点ですわ。本当に住民の方の声を受け止めるというんだったら、こ

こでまず止める、一旦立ち止まるっていうのが、子供に恥ずかしくない態度を見せる

町長としての当然の態度じゃないんですか。本当に恥ずかしいというふうに思うんで

すね。 

 先ほど来、いわゆるほかのことで手当しますと。ほかのことっていうのは一時的な

もんでしょう。水道が上がった場合ずっと上がってるわけですよ。そんなことでごま

かしたら駄目ですよ。 

 あなたが今、言われたように、昨年９月にこれを通したときと今では状況が全然違

うでしょう。コロナもそうだし、原油の問題も、昨日、関経連ですか、関西の経済界

がオイルショックの到来になるかもしれないと言って、思い切った対策をすべきだと

いうふうに政府に言ってましたよね。この戦争によってそこまで来てるんですよ。全

く状況が変わっている中で、同じことでそうやって押し通そうとするっていうのはね、

町長として判断力が欠いているとしか思えないですね。最後にもう一回聞きますから

ね、ちゃんともう一回立ち止まって考えるという答弁を用意しておいてくださいね。 

 それで課長に聞きますけども、今回の値上げですよね、現年度でいえば大体３,０

００万円だと思いますけども、いわゆる条例で基本水量を変えられましたよね。１０
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立米までが基本水量だったけど、今回５立米まで下げましたよね。それはなぜかとい

ったときに、要は、前に頂いた立派な資料の中に、４割の方が基本水量で収まってい

ると。たしかそういう方に一定の負担をいただきたいというふうに言われてましたよ

ね。今回この３,０００万円の増額のうちで、今まで基本水量の方の分でこの３,００

０万円はどれぐらい占めるんですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。  

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 今の質問ですけども、１０立米から５立米に変えた理由につきましては、今、言わ

れるとおり、１０立米の負担の方が２０％以上おられるということでございます。  

 もう一つの目的としましては、住民の公平性を保つために使った分の水道料を頂こ

うということになっています。その関係で５立米以上というのは、１０立米以下の方

が２０％以上おられて、２０立米以下の方が４０％近くおられるという中で、その

方々に応分の負担をいただけるように下げております。 

 もっと極端なことをいえば、使った使用料の分を全て料金化するというのが一番ベ

ストですけども、一発にそういうことをするのも理解を求めにくいところもあります

ので、今回のように１０立米以下の方の使用料をできる限り抑えていきたいと。 

 ３,０００万円のうち幾らかということになりますと、若干１０立米以下の方につ

いての個々の水量をチェックしているわけではございませんので、幾ばくかのお金と

しか言いようがございませんが、明確にそこの数字については出しておりません。  

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

○７番（岡本正意君） 

 基本的な資料じゃないんですか、そんなことは。３,０００万円という増額を住民
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の方に強いる以上はどういうところに負担が行ってるのかということをちゃんと答え

られるっていうのが普通でしょう。そんなことも分からないんですか。もうびっくり

しますよね。もう通ってしまっているからどうでもええやろうっていう態度かも知り

ませんけども、この前、頂いたやつを私が私なりに計算してみたらね、１０立米まで

の方で大体２割です、３,０００万円のうちの。あとの１０立米以降の１１から３０

立米までの間で大体５０％以上超えてます。だから、いろいろ理由をつけてそういう

水量を使っておられた方にさらに重い負担をかぶせてるっていうのは今回の値上げだ

ということを指摘しておきたいと思うんです。 

 やはりこういうような時期に住民の声を無視してまでなぜ大幅値上げをする必要が

あるのか、なぜ、一定安定するまで待てないのか。値上げするにしても、もう少し緩

やかにできないのかという声も多く聞かれます。 

 平成２９年３月に策定された経営戦略では、令和２年度から２５％の値上げをし、

１０年間の営業費と元利償還金の半分を賄える率として計算したと書いてあります。

しかし、それから僅か２、３年で見直しが行われて、６０％値上げの数字まで一時出

ましたけども、今回の値上げも町のお話では平均４３％というふうに言っておられま

すけども、いずれにしても大幅な引上げになっています。このような急激な見直しが

必要になった理由をお答えいただきたいと思うんです。 

 それと、今回の値上げの考え方として、前に２５％と言ってたときの営業費と元利

償還金の半分を賄うということになって、今回もそういうお考えなのか。もし、そう

であるならば、その内訳というのは元利償還金の半分といいますと大体５,０００万

円になりますね。あと、残り約６,０００万円の営業費ということでしょうか。この

場合、営業費とは具体的にどの経費のことを言っておられるのかも説明いただけます

か。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。  
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○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、今のご答弁をさせていただきます。 

 まず、基本的に、計画人口とそれから現在の給水量を比較した段階で２５％にとど

まらないということが判明したことが一つです。 

 これはどういうことかと言いますと、計画人口で言いますと４,４００人前後で計

画を立てておりました。これは平成２９年に出した分です。その中の給水人口が４,

１６７人を見ておりましたが、実際のところで言いますと３,９００人ぐらいまで落

ち込んでいたというのが現実でございます。これを計算していって１０年間の人口動

態を考えますと、先ほど岡本委員が言われましたように、６０％の値上げをしないと

いけないということになろうという想定が出てきたわけでございます。それをできる

限り押さえながら検討していこうということで考えてきました。 

 営業経費につきましては、若干まだ出しにくい部分がございますが、基本的には水

道を運営するに当たる費用でございます。人件費も一部含みますし、薬剤費、それか

ら電気代とか光熱水費等も含まれたものでございます。この辺のお金を全て計算して

いくということになります。 

 それと、先ほど言われましたように、償還金の２分の１を使用料で賄うというのは、

これはあくまでも公営企業法の原則でございます。基本的に応分の負担をいただくと

いう中で約半分という数字を出されているということで、その原則を守って和束町の

簡易水道事業を運営していきたいということから、今回の改定の案を出させていただ

いて審議いただいたというのが現実でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

○７番（岡本正意君） 

 いわゆる人口の想定が甘かったということですね。だけど、平成２９年に４,１６

０人の想定をしたが、令和２年度いうのは２、３年後の話ですよ。１０年も２０年も
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後の話と違いますよ。ほんのすぐそこに見えてるようなところをちょっと４,０００

人を切ったから狂ったんだという、今、言い方をされましたよね。どんな見通しが立

っているんですか。大体毎年１００人ずつ減っていってるって下水の経営戦略に書い

てありましたよ。町として１００人ずつ減っていますと。そんなん幾らでも見通しき

くじゃないですか。急に減ったみたいな感じでやり直さないけないと。２５％がいき

なり４３％になるんですか。どんだけいいかげんな見積りだったのかと。そういう見

積りに基づいて値上げを押しつけてるということだと思うんですよね。 

 昨日、個別に聞いたときにはそれだけのことは言われませんでしたよね。給水人口

の減少はもちろんだけども、工事費とかいろんな経費の高騰のことを言っておられま

したよね。それが借金の上乗せにもなっていると言われましたよね。それは大事なん

じゃないんですか。 

 これは結局なぜ増えたのかといえば、消費税が値上がったこととか、それから物資

の高騰ですよね、そういったものが極めて政治的・政策的な要因で経費が上がってる

と。それを応分の負担だというのはおかしいと思うんですよ。住民にとって何も関係

ないじゃないですか、責任もないし。そんなことになった。そんなことは使用料金で

負担すべきもんじゃないですか。政策的な関係でそうなっているんだから町か府か国

が持てばいいじゃないですか、消費税を上げたんは国だし、物資の高騰をやってるの

も国だし、基本的物価をコントロールしてるのは、住民に何の責任もないじゃないで

すか。だから、せめてそういったものを当初よりも上乗せになったと。借金を返す額

も上乗せされてると。それで、今度のような大幅な値上げになってるっていうね、２

５％でも十分大幅だけど、それはやはりまずは使用料に跳ね返すんじゃなくて、その

分についてはまずは一般会計で繰り入れたらいいんじゃないですか。 

 令和２年度決算時点で一般会計で９億円以上の基金があるじゃないですか。それを

活用してでも基準外で繰入れを行って、この間の急に上がってきた経費の分について

は、それでちゃんと補填していくということをすればいいじゃないですか。なぜ、そ



― 87 ― 

れができないんですか。全てそういう住民の方の今までどおりの考え方で補填をして

もらうと。それは今度のこんな大幅値上げになるっていうのであれば、まず、そこは

町として補填して、もっと値上げ幅を抑えることはできたんじゃないんですか。なぜ、

できないんですか。もし、これをやった場合に値上げせずに取りあえずその分を借金

に対してのお金も含めてそこで充てるというようなことをやった場合、何か国とかの

財政的なペナルティーとか、そういう影響があるんですか。あるんだったら言ってく

ださい、要望しなくちゃいけないですから。そんな不当なことね、町長、その辺いか

がですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 この簡易水道事業というのは、ご案内のとおり、企業法にのっとって独立採算とい

うのは原則であります。そして、そういう中で、住民に安心安全な水を提供でき得る

整備体制を整える、こういう大きな責任もあると思います。そういう原則の下に運営

していくという中でいろいろと計画を挙げ、そして、今までからも水道委員会も設け、

そういう中でも協議をいただきながら進めてきたと、これが全てであります。 

 今、岡本委員が言われた特別会計で事業せんと一般会計の中でやってしまったらい

いやないかという、こんな話になるようなおそれがありますが、法律の趣旨からはそ

ういうものではない。 

 それと、さっきの消費税とかもっと国に言うたらええやないかとか、これだけやな

しに、これはまた別途でいろいろな問題があろうかと思いますが、ここへ集中してそ

れを理由として言うのはなかなか難しい問題だというふうに理解しております。  

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 
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○７番（岡本正意君） 

 答弁してもらってないところがあるんですよね。やった場合に財政的な影響がある

のか答えてもらってないですよね。 

 もちろん水道事業がいわゆる独立採算が原則だということはあるにしても、だけど

実際に総務省が出してる水道事業に係る制度という文書にも書いてありますけどね、

そうだけども、要は、一方で水道というのは公共的な役割があるわけでしょう。全て

を採算に合わせてやっていけばいいということじゃなくて、いわゆる住民福祉をちゃ

んと守っていくという公共性もあるということでしょう。それも原則なんですよ。  

 水道法にあるように、いわゆる清浄・豊富・低廉な水を供給するというのが水道事

業の目的でしょう。低廉な水を供給するんですよ。低廉、安いということですよ。今

度の値上げで高いでしょう。低廉と言えないじゃないですか。こんなんは法律違反で

す。 

 しかもそういうことであるから、原則はそうだけども、能率的な経営を行っても、

なお、その経営に伴う収入を持ったということは、客観的に困難であると認められる

場合は一般会計の繰入れもしてもよろしいということじゃないんですか。どんなこと

があっても独立採算だから入れられませんということじゃないじゃないですか、町長。 

 今回こういういろんな緊急事態もあってね、これだけの大幅な値上げを押しつける

なんて、本当にこれは異常なことですよ。基本的に放漫な経営をされてないでしょう。

だけど、こんだけの大幅な値上げをお願いしなくちゃいけないというんだったら、取

りあえず当面は一般会計からの繰り入れなしに防げないじゃないですか。そこは政治

的な町長判断じゃないんですか。 

 それでちょっと課長にお聞きしますけどね、今回値上げで３,０００万円増額して

それを借金に充てるとか、経費に充てるとかいう予定になってますけど、これは予算

ですから、あくまで見込みですよね。やはりこれだけの値上げに対して住民のほうも

生活防衛で節水するとか、また自己水源へ転換するとかいう人も既にいますよ。持っ
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てはる人はこっちのほうの割合を増やそうとかありますし、また死亡とか転出などに

よる人口減少はこの年度内も続くだろうし、それによってやはり給水のほうも減りま

すよね。世帯減少もあるし、使用料の減少というのも十分想定できると思うんです。

見込みよりも使用料の収入が大きく入ってこないということも十分あり得るというふ

うに思うんですね。その場合どうされるんですか。その減った分、どうやって補填さ

れるんですか。 

 また、令和２年度のコロナ対策による基本料金免除が国の高料金対策の対象外とな

る可能性もある中で、もし対象から外れれば約１,５００万円の穴が開くというふう

に言われてますね。もし、入ってこなかったらどうやって補填されるんですか。一応

入ってくるという前提で予算を組まれているとお聞きしておりますけど、もし入って

こなかったらどうやって補填するのか。料金が予定どおり入ってこなかったらどうや

ってその分を穴埋めするのか、それはどうされるんですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。  

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 基本的には、全てのお金が未納なしに入ってくるということを期待しているところ

でございます。 

 今、岡本委員が言われましたように、一般会計からの繰り出しを出しますと高料金

対策という対応ができにくくなるというのが現実にございます。これは使用料の割合

と一般会計から出した割合で発生するものも要素の中に若干ありますので、そういう

点もございます。 

 今の段階で言えますのは、資本費平準化債等を活用しながら若干の財源調整はして

いかなければならないというようには考えております。これをどこまで使えるかとい

うものにつきましても、今後、財政との調整検討もございますが、今の段階では予算
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書の９款町債の中の資本費平準化債のあたりをうまく活用していく中で何とか動かし

ていきたいというふうに考えておりますので、ご理解をお願いします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

○７番（岡本正意君） 

 いわゆる１００％集まったとしたって、節水とかしたら要は節水した額でしょう。

１００％で滞納なくたって減る場合があるじゃないですか。要は、それでも減る場合

があるでしょうって言ってるんですよね。消費税ってそうですよね。そういう意味で

はやはり何らか補填しなくちゃならなくなるわけでしょう。ということは、基本的に

補填できるということなんですよ。補填できるんだったら、使用料の負担をこんだけ

上げる必要もないでしょうって思うんですよ。 

 実際にこれだけの大幅な値上げを押しつけたら滞納だって生まれますよ。今までだ

って滞納はあるんだから、実際に払い切れない人がいるんだから、そういうものを抱

えたままさらにこんな大幅値上げしたら、ほかの分だって負担が上がっているのに、

さらに滞納が増えるのは当たり前じゃないですか、そういう意味でも無謀だって言っ

てるんですよ、町長。 

 町長ね、最後にもう一回聞きますけど、いろんな意味で、今回の大幅値上げという

のは道理がないし、住民との信頼関係という意味でも町長の取られている今の態度と

いうのは大変恥ずかしい態度だと。本当に反省したって言われましたよね。反省した

って言われるんだったら、まずは何を反省したのかということで言えば、今までの説

明が足りませんでした。理解を得られませんでした。だから、これだけの声も寄せら

れました。まずは立ち止まって、しばらく止めてでも皆さんに説明させていただきま

す。それが町長が今この場でどなたにも恥ずかしくない態度として、和束町の代表が

取られる態度じゃないですか。 

 もう一度聞きますよ。まずはこの４月の値上げは止めて住民の方に説明する、理解
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を得るために時間を取るということをすべきじゃないですか。町長、どうですか。  

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 今、岡本議員のご質問の中にもありましたように、こういった事業会計、先に何が

起こるや分からない、そういうことは確かにあります。だから、いろんな制度をフル

に利用する。先に平準化していく体制とか、さっき課長も言ってましたように、フル

に利用してやりたい。 

 なぜ、そうしなきゃならんか。これから先、住民にとっては水は生活、安心安全、

そして安定して給水するのが町の責任であります。そういった責任を果たすためにも、

立ち止まってどうのこうのって、最低そのために必要だということで提案していただ

いて、議員の皆さんにも苦渋の判断をいただいておるわけです。当然の話で、皆さん

安いほうがいいです。しかし、苦渋の判断をしていただくというのは、それだけ和束

町の今後、安定給水、そして和束町の命を守る、この施策というのは非常に重要だと

思います。そういったことはこれからも大事にしていかなきゃならない。簡単に立ち

止まってどうやない。そんな危険なことよりも、そういう状態をしていかなきゃなら

んというように思っております。 

 それと、先ほどの反省と言いますか、私も住民の皆さんにこのことをきちっと伝え

られたかというと、なかなか伝えられなかったといったことは真摯に受け止めてます。

そういう意味において、安定給水、この行政の責任である安定給水をこれからもう和

束町で続けていく、この説明はこれからもしていかなきゃならん、このことの思いを

強くして答弁といたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ６番、井上武津男委員。 

○６番（井上武津男君） 
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 それでは、私のほうも、岡本委員の続きでお聞きしたいと思います。 

 私は、この水道会計の値上げに対しては賛成いたしました。なぜ、賛成したか、そ

れについては一般質問でもいろいろ課長や町長に質問しております。そこで、今回、

これ皮肉にもコロナのこの時期になったというのは一つの要因でもありますけれども、

今回、水道の金額のものを止めた場合、次にまた出される場合、それより安くなるん

でしょうか。それともそれよりも高くなるんでしょうか。まず、そこからお聞きした

いです。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。  

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の井上委員の質問にお答えさせていただきます。 

 基本的に、止めてしまうと高くなるということは間違いないと思います。 

 それを前提として、もうちょっと深い説明をさせていただきますと、先ほど岡本委

員の段階で説明しましたとおり、平準化債というのはあくまでも起債でございます。

借りる以上は後世にその借金を残すという形になります。これを増やせば増やすほど

後世にその負担を多くするだけのことになりますので、そういうことを考えますと、

適時な値上げの時期ではあったのかと言われることについては、私のほうは自信を持

って言えるかなと思います。 

 ただ、この時期になる前に料金改定の議論を若干出させてもらったときに、取りあ

えずは現年度の徴収を限りなく１００に近づけてほしいという要望がありました。こ

の辺につきましては、平成２９年から３０年、３１年、３２年と９９％以上の徴収を

しております。住民の皆さんについては私はこの段階で今の水道を使った料金をしっ

かり払ってもらえるということを信頼した上でこの値上げの段階のご理解を得られる

と考えておりますので、その点、ご理解をよろしくお願いします。 

○委員長（岡田 勇君） 
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 ６番、井上武津男委員。 

○６番（井上武津男君） 

 今の課長が言われたように、水道料金の支払いのほうをできるだけ先に支払いして

なかったところを徴収できるような形をまず取られたと、そのようにお聞き受けしま

したけれども、それでよかったんですか。 

 ２０年近く値上げしてない。この２０年近くインフラ整備、いわゆる設備投資のほ

うはどういう形で２０年間の順を追ってもう一回説明していただけますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。  

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の井上委員のご質問に答弁させていただきます。 

 まず、一元化の前に湯船区の給水がかなり老朽化しまして、危機の状態にあったと

いうことがあります。これを何とか解決するに併せて、湯船水源以外の原山水源、東

部水源等の改善化も含めた計画として湯船に浄水池を一基造る。これによって統合化

の足がけをつくるということが始まりです。そこがスタートして、西部水源は若干時

期が遅いので、それを除く部分の統合化を図りました。このときの値上げが平成１９

年に一度行っております。 

 先ほど町長が申しましたように、その手前に消費税の外税という時期がございます

が、そのときに抜本的に料金を改定しました。その後、西部水源が少ない。それから、

木屋水源が枯渇しているという状況の中で、この水源も含めた全ての水源を一元化し

てほしいという住民のお声を受け、その後２５年当たりから計画を立てまして進めて

おります。それが令和２年に完成しまして今の状況になったということでございます。

まだ、西部水源の排水管の整備が残っております。実際のところを言いますと、いつ、

どこで噴水が出てもおかしくないような状況の中にありますので、これを早期に計画

していくということを残した中での解消でございますので、ご理解のほうをよろしく
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お願いします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ６番、井上武津男委員。 

○６番（井上武津男君） 

 木屋水源のほうも、いわゆる一元化されたということで、結局、木屋の方も喜んで

おられました。我々のところは今までずっとそういうものがなかったから、これをし

ていただいたのはありがたかったと、そういう声はいただいております。 

 そして、独立採算制の意味をもう少し分かりやすく、住民の皆様方に分かるように

説明していただけませんでしょうか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。  

○建設事業課長（馬場正実君） 

 簡単に言いますと、民間企業という言い方になってしまいますけども、基本的に、

税だけの負担で運用しないということでございます。受益者である住民の方々に応分

の負担をいただいた上で、この会計が独立して動けるというようなことが望ましいと

言われております。なかなかそこは難しいところがございますので、現段階では償還

金等の部分に当たる低率の繰入金を頂きながら動いているという状況でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ６番、井上武津男委員。 

○６番（井上武津男君） 

 いわゆる自分で使った水道というのは、まずは自分がお払いする、これは原則であ

るということですね。それでよく分かりました。 

 電気料金も、そして、ほかのガス料金とか、それも一緒なんです。そうですね。こ

こでインフラに対して国や府からどれだけの分が割当てで町のほうに設備投資のほう

の費用を頂けるのか、それは法律でどのように決まっているのか、住民に分かるよう
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に、これもお願いしたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。  

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、ご答弁させていただきます。 

 今の質問でございますが、基本的にいろいろ場合がございますので、一概には言え

ません。ただ、補助事業になりますと、事業費の全体の３分の１であったり２分の１

であったり、もしくは起債を対応させていただいた場合につきましては交付税で跳ね

返ってくるような状況であったりということになりますので、大体５０％以上のお金

を有利な補助金、有利な起債を活用しながら事業を進めさせていただいているという

のが現実でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ６番、井上武津男委員。 

○６番（井上武津男君） 

 町長にお聞きしたいんですけども、今回のいわゆる水道料金値上げについては住民

にいろんな意味で説明不足があったと私は考えております。そして、はっきり言って

これは苦肉の策です。値上げはしたくないです。でも、今やらなければ、次またする

としたらそれ以上の値段になります。これはやっぱり避けなければなりません。そし

てこのことも皆さんに分かっていただかなければいけないと思うんです。その点につ

いて町長のご意見を聞かせてください。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 今もご質問いただきましたように、こうした制度を日頃からきちっと住民にご説明

できる、そして、ご協力をいただくということが大事であろうというように思ってお
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ります。 

 今もご質問がありました企業会計でいかなきゃならんとか、独立採算で取らなきゃ

ならんとか、役場の一般会計も企業会計で複式で求められると思いますが、そういう

経営をしていかなきゃならん制度があるわけなんですね。そういう経営をしていかな

いと。 

 和束町は今、全部公というとこでやって、全部繰り出しできへんのかと。やっぱり

公でやっていれば公共的なものは一般会計から繰り出して、これも基準の内とか外と

か決められる中でいろいろやってきてます。そういう意味において、日頃から組織は

難しいですけども、今、井上委員が言われたように、ガスとか水道と同じような運営

を町が請け負っていると。本当は企業会計でやっていかなきゃならん、そういった独

立採算の企業を抱えているということ、この辺のところを、今、言われたように、日

頃から住民の皆さんにしっかりと理解していただいて、そして、ご協力をいただくと

いうことが大事だろうなと、つくづく今のご質問をいただきながらそういうふうに考

えさせていただきました。 

 そういう意味では、先ほど岡本委員の質問にありましたように、不十分さというの

はこれだけじゃない。ほかにも行政の中であると思いますが、きちっと説明をしてい

くというのは大事であろうと思いますので、この辺のところは、今のこういった状況

を真摯に受け止めて、水道だけやなしに行政全般に生かせていきたいと、このように

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ６番、井上武津男委員。 

○６番（井上武津男君） 

 ありがとうございます。 

 こういう形でやっぱり丁寧な説明をしていただければ、恐らく住民の方も分かって

いただけると私は思っております。これからもそういう形で進めていただきたいと思
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いますので、よろしくお願いいたします。 

 これで質問を終わります。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ４番、村山委員。 

○４番（村山一彦君） 

 私も１点質問させていただきたいんですが、町長、副町長、今日、私、庁舎に入っ

てきたところ、一つニュースを聞きました。４月の新入生が入ってこないというよう

なことを聞きました。それは事実でしょうか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 副町長。 

○副町長（奥田 右君） 

 はい、村山委員の質問にお答えしたいと思います。 

 受験者は数名おられたわけなんですけれども、合格発表をさせていただいて、向こ

うの都合もあったと思うんですけれども、お断りの電話が入ってきて、保育園の新人

の方はおられるんですけれども、一般事務職員としてはゼロということになっており

ます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ４番、村山委員。 

○４番（村山一彦君） 

 今のとこ和束町は正規社員が８０名ぐらいですわね。今年でもやはり定年を迎える

方はいらっしゃいます。それを補充するためには毎年切れ目ないような人材獲得をし

ていかなくちゃならないと思うんです。それで、和束町の役場の皆さんを前にして言

いにくいんですけど、昔から和束町の役場は給料が安いと聞いているんです。今、要

するに標準は京都府でどれぐらいのレベルにあるかお聞きしたいです。 

○委員長（岡田 勇君） 



― 98 ― 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 和束町の職員の給与の平均額でございますが、村山委員、予算に関する説明書の１

３３ページになります。こちらのほうに和束町の一般会計の状況でございますが、載

せさせていただいております。 

 （３）給料及び職員手当の状況ということで、職員１人当たりの給与ということで

載せさせていただいております。令和４年４月１日現在、平均給与額が４１歳、３３

万８,５００円ということでございます。これが和束町の全体の平均給与という形で

報告させていただく分でございます。 

 一方、国庫公務員の給料を基準にしたラスパイレス指数というのがございます。こ

こにつきましては、和束町につきましては、９６前後ということでございます。これ

だけを見ると平均かなという話になりますけども、木津川市、精華町、京田辺市、実

際で言いますと、南山城村、笠置町、和束町、宇治田原町、井手町以外の市町につき

ましては地域手当というものが支給されます。これは国家公務員の基準に合わせてで

ございます。木津川市については本給の６％が上乗せされます。また、京田辺市でし

たら１５％の上乗せでございます。京都府庁、本庁の場合につきましては、私は１

２％前後と聞いておりますので、本給以外の地域手当が支給されるところに若い職員

を募集されて、そちらのほうに就職される事例が多くなっております。ですから、和

束町としましても、町村会を通じて堀町長のほうから、この改善を図ってほしいと。

優秀な人材を受け入れたいということがあるんですけれども、国の制度外の形で和束

町が地域手当を支給するというふうになれば問題が生じますので、そこがなかなかで

きないというのが原因になっています。 

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 
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 ４番、村山委員。 

○４番（村山一彦君） 

 やはり今ね、公務員志向という方が多いと思うんです。同じ公務員となると、通勤

しやすい場所とかいうようなことになってきます。そして、そこに給料というものが

絶対ついてくると思うんです。先ほど言いましたが、今年も定年を迎える方がいらっ

しゃいます。そこへまたあとの方にそのポジションについてもらうということになる。

管理者候補ですかね、そういう方のしつけができてるんかどうか、その辺が危惧する

んですよ。だから、給料でも上げて、いろんな手づるがあると思うんですけどね、和

束町の職員の給料を上げてやると。そして、優秀な人材を採る、そういうことをして

いかなくちゃ、やはり人材が一番宝ですので、その辺のことを町長どうお考えでしょ

うか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 今も村山委員が言われますように、仕事、職員だというように思います。職員の方

に来ていただけるような職場というのは、給与も含めて、そういう環境をつくってい

くのが大事です。そういった一面は私の大きな責任であろうと思っております。  

 ただ、先ほどもありました、町村会によっていろいろ違ってきますね。新聞でラス

パイレス指数を町村毎に並べたときにうちはあまり高くはないとこで出してきたりね、

超えようとしたかて、その辺のところは不交付団体だったらそれでいいんでしょうけ

ども、交付を受けてる団体からすれば、そういう基準というのは大事にしていかなき

ゃならんというジレンマに陥るところがあるんですね。それはそれとして、制度のこ

とをいろんな面で申し上げていかなきゃならんとこがありますが、できる限りそうい

うことも含めて、そして、いろいろと管理職になっていくにつれて、そういうように

進みやすいような職場環境をつくっていくと、この辺にこれからは努めていきたい。 
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 確かに、今、言われるように、仕事をしていくには働いてくれる職員の体制であり、

この問題は大事だと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ４番、村山委員。 

○４番（村山一彦君） 

 よろしくお願いします。 

 私も長年勤めてましたのでね、下の者が一生懸命仕事してくれたら上の者は仕事せ

んでもよろしいんですわ。だから、そういうような形に持っていけたらと思うんです。 

 それでですね、一般会計の３６ページなんですけど、言葉の意味等をご説明願いた

いんです。 

 一番下のほうですけども、負担金補助及び交付金１,４６０万円、その内訳として、

子育て三世代同居等応援住宅総合支援補助金５２０万円、そして移住促進住宅整備事

業補助金９００万円、これについて説明いただきたいです。 

○委員長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（草水清美君） 

 村山委員の質問にお答えいたします。 

 ３６ページの子育て三世代同居等応援住宅総合支援補助金といいますのは、令和３

年度の９月補正のほうで議会に提案させていただいた、まだ新しい事業でございます。 

 内容につきましては、新婚世帯または子育て世帯に対して、生活に必要不可欠な住

宅確保ということで支援を図るということでなっております。 

 新婚世帯の方におかれましては、国の制度で３９歳以下の世帯４００万円未満の所

得、また、府の制度につきましては、国の制度にのらない５００万円以下の世帯に対

してという基準があるんですけれども、その方に対して、一定、国の制度は３０万円、

それから府の制度が１８万円という上限がございます。 
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 また、多子世帯、三世代同居または近居ということで、１８歳以下の子供さんが３

人いらっしゃるご家庭に対する住宅のリフォームに対しまして、府内の方につきまし

ては上限１００万円、府外から移住されてこられた方につきましては上限２００万円

ということで、ただ、なかなか同居が難しい場合は、２キロ圏内にお住まいの方にも

近居ということでお住まいになられた場合も、住宅のリフォームということで補助金

が出る、こういったものが今、子育て三世代同居等応援住宅総合支援補助金というこ

とで５２０万円を計上させてもらっています。 

 リフォームが４００万円、それから結婚新生活が１２０万円という内訳になってお

ります。 

 続きまして、移住促進住宅整備事業補助金、これは９００万円でございますが、こ

ちらは従来からやっております空き家を改修しまして移住促進を図っていこうという

ことで、湯船地域、東和束地域におかれましては１８０万円の４軒分を見ております。

また、その他の地域につきましては、上限９０万円の２軒分ということで、合わせま

して９００万円の予算を計上させていただいております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ４番、村山委員。 

○４番（村山一彦君） 

 ありがとうございました。 

 三世代という言葉がちょっと響いて、三世代も住んでる家がこの辺にあるんかなと

思ってましたけど、よく理解できました。 

 次はね、３８ページなんですけど、真ん中あたりに、わくわく地方生活実現パッケ

ージ事業費ということで、わくわく地方生活実現移住支援金２００万円、この言葉の

意味をご説明願いたいんですが。 

○委員長（岡田 勇君） 
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 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（草水清美君） 

 はい、お答えいたします。 

 ３８ページのわくわく地方生活実現パッケージ事業というものは、東京圏等から移

住されてこられた方に対しまして１００万円の資金を援助するということで、住宅確

保等に係る支援金でございます。１００万円の２軒ということで、移住・定住の促進

に係る事業で、国のほうから各市町に促進されている事業で、和束町もこの事業を活

用しまして、東京圏等の都心部のほうから人を確保していきたいという、そういう事

業でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

○７番（岡本正意君） 

 先ほど村山委員のほうからありました職員の処遇改善の問題で一つだけお聞きして

おきたいんですけども、委員会でも少しお聞きしましたが、今、政府の方針の中で、

いわゆる介護職であるとか、保育職であるとか、エッセンシャルワーカーと言われて

いる職員について賃上げを行うようにということで言われております。もちろん民間

だけでなくて公についても極力処遇改善を図られるようにというふうには国は言って

おりますけども、結局、和束町としてそういう対象になる方というのは、今回の予算

の中でおられるのかどうかですね、どういうふうに対応されるのか、その辺いかがで

すか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えいたします。 
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 岡本委員から以前にもありましたように、本町の職員で対象になるのが保育士、介

護職、また看護師が該当するということでございます。 

 昨年の１０月頃に国のほうから照会がございまして、和束町で検討させていただい

たところ、当然、和束町の職員につきましては公務員という身分がございます。やは

り民間給与と比較させていただきましても、今の実態でいいますと、和束町はその対

象にはならないという判断をさせていただきまして、今回の制度は見送らせていただ

きました。 

 一方、会計年度任用職員の関係でございますが、こちらにつきましても基本的には

職員の給料に準じて賃金計算をするということになっておりますので、見送っている

ところでございます。 

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

○７番（岡本正意君） 

 いわゆる公共の行政職の関係では、国へのそういった申請が大変少ないというよう

な話もあるんですけども、ただ、今の話もありましたように、もちろん民間との関係

で民間が低過ぎるということはあるかもしれませんけども、比べて低くないというこ

とというのは、ある意味、あまり理由になるのかどうかというのがありますし、やは

り行政のところで引き上げることで民間を引き上げるというね、今までは逆に人勧と

かで、要は公務員の賃金を減らすことで民間の給与も減らしてきたと、そういう悪循

環をつくってきたことがありますから、逆に、公の部分で思い切ってそういったもの

を取り入れてですね、せっかく国がそういうのをやりましょうと言ってるわけですか

ら、やはりしっかり取り入れて、少しでも賃金が上がるように私はすべきだというふ

うに、特に会計年度なんかも処遇的にいいわけじゃないわけですから、やはりそこは

ぜひ積極的に取り入れていただきたいなというふうに要望しておきたいというふうに
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思います。 

 それとですね、先ほども出ていましたけども、定住・移住関係でお聞きしておきた

いんですけども、先ほど町長の話でいえば、やはり定住という面では、ここに暮らし

てよかったと思えることが大事なわけですから、こんなに生活費が高いとこに好んで

くる人ってなかなか難しいですよ、町長。介護保険も府下一高いですし、水道も上げ

たら府下一高くなるんじゃないですか。そういう意味でも大変逆行されてるなという

ふうに取りあえず言っておきたいと思いますけども、いわゆる定住関係でずっと空き

家の活用ということを町としては言い続けておられたわけですけども、令和４年度に

おいて空き家の登録数ですね、それから活用数とかはどのような目標で持っておられ

るのか、その辺お聞きしたいというふうに思います。 

 それから、今回、新規事業なのか、空き家活用による新ビジネス創生事業というの

が４０ページにありますけども、サテライトオフィス空き家改修助成金、サテライト

オフィス空き家提供協力金などが該当するのかもしれないんですけども、その辺の説

明をお願いします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（草水清美君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、空き家の確保でございます。 

 現在２０軒の空き家がございまして、そのうち１７軒まで登録が既に成約で、あと

３軒しか残っておりませんので、まだまだ掘り起こししないといけないということで

考えております。 

 当初の目標ですけれども、令和３年度で１１軒クリアしておりますけれども、やは

り同じだけの目標で非常に高い数字ですので、目標としましては、まずは５軒を目標

にしております。 
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 あとは、先ほど４０ページの空き家活用による新ビジネス創生事業のご質問でござ

いますが、現在、サテライトオフィスが和束町の体験交流センターにございまして、

そちらは平日の１０時から５時という時間的な制約もございまして、令和３年度の状

況を見ておりますと、休日、時間外でのご使用、また学研都市のＡＴＲさんがずっと

定期的にご使用される中で、やはりもう少し自由に休日も使っていただけるようなテ

レワークというのを推進していかなければならないなということで考えまして、町内

の空き家ですけれども、空き家を改修して和束町のサテライトオフィスを拠点にして

拡大していこうという、そういったサテライトオフィスの空き家の改修の助成という

ことで１５万円の５軒を考えております。 

 こちらは移住・定住となりましたら１０年間移住しないといけないという補助金の

縛りがございますが、一定、３年ぐらいの間の周期の中で、住所は移さなくても定期

的にご使用いただけるような、そういった比較的空き家を出していただきやすい環境

に誘導できるかなということで、空き家の所有者に対する改修の助成金を想定してお

ります。 

 これまで空き家の改修は移住されてこられた方に対する助成でございましたが、所

有者に対する助成等はありませんでしたので、空き家の所有者の改修、所有者に対す

る助成、また、空き家を出していただきまして成立が決まりましたら、空き家の住宅

の使用料プラスアルファ町から１月５,０００円の上乗せの協力金ということで、成

約物件につきましてはお支払いさせていただくということで、３年間考えているとこ

ろでございます。 

 また、空き家の活用のプロモーション、こういった空き家を掘り出したり、またサ

テライトオフィスを拡大するための人材も必要になってきますので、その人材に係る

部分を１２０万円計上しております。こちらは移住者と情報交換できる、将来プラッ

トフォームの構築に向けた人材ということで想定しているところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 
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○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

○７番（岡本正意君） 

 いわゆる空き家自身はまだ増えてるという状況もありますし、それを地域で放置さ

れるのは大変胸が痛い面もあるんですけども、それで活用される方向性自身は大事だ

というふうに思いますので、そこは引き続きやっていただきたいんですけども、町長

にお聞きしておきたいのは、やはり第５次総合計画の初年度の中でトンネルの開通と

かもこの計画中にありながら、どう定住してもらえるような状況をつくっていくかと

いうことです。 

 やはりこの間、住む場所をどう確保するのかというのが大きいテーマになっている

というふうにずっと議論もしてきたわけですけども、一方で、空き家の活用というこ

とは進めていただきながらもですね、やはり前からも言っておりますように、一定、

公営住宅のような、人のものを活用するということだけじゃなくて、しっかり町とし

て責任持ってそういう器を確保していく、そういったことが本腰を入れてやっていく

必要があるというふうに思うんですね。 

 その辺、これまでもいろんな形で民間の云々という話も含めて言われてきましたけ

ども、実際、第５次総合計画が始まる中で、この令和４年度、住宅を本当に整備して

いくという意味での取組というのはどのようなお考えですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 このご質問については、岡本委員から何度か今までも質問をいただいておるところ

でございます。今もちょっと触れられましたように、私の答弁には空き家の利用とい

うのも一つありました。それともう一つは、用地を公で持ちながら、そしてそこへ民
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間企業が建ててやられる、こういう方法、民間との関わりの話をしてまいりました。

それと、直接、町営で運営してやる方向とか、住宅の在り方についてはいろいろと方

法があるんですけども、質問をいただきまして、私は、今までから空き家もしくは民

間に来ていただく、こういう方向の中でできないかという答弁でした。というのは、

町営で増えてまいりますと、やっぱり財政規模から、どこまで行けるかというのは非

常に運営上も心配な面がありましたものですから、そういう答弁はしておりました。 

 トンネルを見据えたまちづくりと、これは第５次総合計画のそういった面がありま

す。それと、今までなかなか民間が入ってこなかったというところですけども、土地

提供があるんだったら行きます。その分、住宅というのは安く済むと。そういう制度

もありかなと。いろんなことを工夫しながら、住環境整備というのは今後も検討して

いく必要があるというふうに思っておりますし、大事だと思っております。 

 併せて、先ほども課長も答弁しておりましたように、今までは定住、定住というの

に非常にこだわっていたところもあるんですけども、国のほうでは関係人口とか、二

拠点住宅とか、いろいろ移り変わりしてきてます。そしていろいろ柔軟に対応し得る

ような住環境整備に努めていく必要があろうかと思います。これもトンネルを見据え

たまちづくりの概念の中に入ってくるだろうと思いますので、今も岡本委員が言われ

るように、ここも大事な問題としてさらに具体化に向け進めていくものだと考えてお

ります。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

○７番（岡本正意君） 

 いわゆるそういう定住という概念ですか、関係人口とかも含めてと言われますけど

も、ただ、やはりここで本当にしっかりと定住していただく方をどれだけ増やしてい

くかということをぜひ抑えていただきたいなと思うんですね。ちょっと関わってもら

ったらいいわということじゃなくて、やっぱりここの住民になっていただくというこ
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とが大変大事だと思います。 

 特に今の地域は大変急速に高齢化も進んでいく中で、単に地域にお年寄りが増えて

るということだけじゃなくて、掃除も含めて今まで地域でできていたことがなかなか

しんどくなってきている。大きくなった木を切るとかいうことも含めてなかなかでき

にくくなって、もし無理してやったら事故になったりとかいうようなことにもなりま

すし、そういう点で、今まで当たり前にできていたことがなかなか難しくなってきて

いる。それは世代的な偏重といいますかね、そこに若い世代がいないとか、子供がい

ないとかいうことが、今、町内の中ですごく広がってきているというふうに思います。 

 そういう点でも、そういう方を和束に迎えていくという意味でも、また、そういう

方を例えばこれ以上町外に出さないという意味でも、本来はここに住みたかったけど

も、なかなか家が見つからなくて、お子さんの成長に伴う経費のこととかいろいろ考

えたら引っ越さざるを得ないということでなっておられる方もおられますから、そう

いう点では大変残念だと思うんですね。 

 そういう点でも、やはりここで住み続けられるということは、民間の空き家とかも

大事ですけども、町として議論ばっかりじゃなくて、令和４年度でどこまで持ってい

くのかと。町長が言われる民間の誘致ということも含めて、この令和４年度でただ単

に議論だけじゃなくて、具体的な話として具体化していくと。そこまで持っていって

ほしいなと思うんですよね。その辺、単に大事だっていうだけじゃなくて、具体的な

取組としてぜひめどを立てていただきたいなと思うんですけども、もう一度、町長、

お願いできますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 これまでから企業との接触のあるとこには、そういった問題上、話し合っていると

ころであるんですが、いま一歩というところがなかなか現実化しなかったというのが
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今の実態であります。いま一歩というところがトンネルの具体化によって大きく前進

するのかなというふうに思います。そういう意味で、今まで続けてきた話、また、こ

れからさらに発展するだろうと思うところはこれからもやっていきたいというように

思っております。そういう意味では、これからも緩めることなく考えていくべきだと

いうように思っておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ７番、岡本委員。 

○７番（岡本正意君） 

 ぜひ、この１年で具体的な動きになるように努力いただきたいというふうに強く要

望しておきたいと思います。 

 それで、下水道の関係なんですけども、要は浄化槽のこともあるんですけど、今の

下水道の接続率がなかなか上がってこないということで前々から話になっています。

町のほうでつくられた下水道の経営戦略を見てたんですけども、平均的に見ても接続

率が大変低いと。いわゆる和束町と同じような同水準の規模のところを見ても低いと

いうことが書かれてて、その中で人口の減少とかいろんなことがあるんだけども、今

後、何らかの補助をしてでも接続率を高めていくことが必要だと書かれているんです

ね。 

 前はとにかくつなげてください、これは大事ですから、環境のためですからとか、

そういう啓発的な部分で何とかということが前から言われていた意味では具体的で前

進だとは思っているんですけど、そういう意味では、やはり何らかのそういう接続す

る際の補助というか、財政的な、経済的な負担を減らす手だてというのがないとなか

なか現状からしても難しいというのはお認めになっていると思うんですけども、具体

的に、実際に補助をしていくという意味で庁内での議論はされているのか、その辺、

今の状況を教えていただきたい。 

 それで、下水道事業の特別対策で２４万円とか、水洗化補助とかいうのがありまし
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たね。ああいうこともそうなんですけども、例えば、全国的には、住宅改修とかの補

助金で、その対象に水洗化も入っているというのもあるんですよね。だから、要は、

広く使えるような制度の中で水洗化接続していくということの負担を減らしていくと

いうことも私は十分できるんじゃないかというふうに思うんです。 

 私は、この移住関係で、要は特区とかで９０万円、１８０万円の補助がありますよ

ね。あれも多分、改修とかに使えると思うんですよ。だから、移住してくる人にそう

いうのができても、住んでる人ができへんというのは、それは不公平とは言わないけ

ども、住んでる方がまず大事ですよね。だから、移住者の方の支援は支援でやったら

いいですけども、今、住んでる方がそういった支援を受けて、可能だったら水洗化し

ていくということは本当に早くしていかないといけないときじゃないかと思いますの

で、その辺、今、担当課でどういう議論をされているのか、それと、町長はその辺を

どうお考えなのか答弁をお願いします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。  

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、ご答弁させていただきます。 

 今の岡本委員のご質問です。まさにそのとおりでございます。 

 一つ前提としましては、町長が色んな答弁で言っていますように、ストックマネジ

メントがございます。これは何かと言いますと、機械の長寿命化を含めた今後の投資

です。それがどんだけかかるかということが今一番の議論になろうかと思ってます。 

 本来ならば、うちの下水道につきましては、促進するためにもっともっと補助事業

を考えればいいというのは確かにそのとおりだと思います。ただ、これには手前の縛

りがありまして、下水道の整備ができた段階で３年以内に接続するという確約を取る

わけです。その確約をきちっと守っていただいた方に対して奨励金というのがござい

ましたけども、それを守られてなかったというところのペナルティーの部分でなかな
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か補助事業が対象になりにくいというのが現実の中にございます。 

 ただ、環境省等との事業の中で、先ほど髙山委員もご質問されてましたけども、要

は、単独浄化槽が下水道計画地域内にあって、これが水質を侵しているというのが日

本全体の問題になっているというのが事実でございます。これに対する補助事業とし

て、今、接続に３０万円等々のお金を出すと。それから、単独浄化槽を貯水槽に置き

換えたり撤去するのに９万円出すというような補助事業が昨年出てきてますので、こ

の辺の事業も活用しながら、できるだけ早い時期につないでいただけるように持って

いきたいというようなところはございます。 

 一番多いのは、やっぱりその前に単独浄化槽を整備された方で、まだ単独浄化槽が

使えるんで、下水につながんでもいいよという形で安易に考えられた方が、今、一番

接続率が悪いところの部分におられると。その方が高齢化されていて、息子がどうの

こうのとかいう話になりまして、このままという話が出てきてますので、このあたり

を今の創設された事業で何とかすくえないかということについては検討はしていると

ころです。 

 一番の検討は、今の下水道施設自身にどれだけの今後の投資が必要なのかというこ

とも含めた中で、個々の接続についてもう少し細かな議論をしていきたいという時期

に差しかかっているのではないかと担当課のほうでは考えています。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 今の岡本委員のご質問ですけども、さきの髙山委員からもいただきましたように、

国の大きな流れとか、こうしていくべきだという法律までつくってやってきていると。

正直なところ、ある意味では、私が勉強不足の面もたくさんあったわけなんですが、

そういう中で、こういった法律があるなら議論を進めていかなきゃならないというこ

とを答弁申し上げました。 
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 今、課長の答弁ありますように、そのときに私たちがいつもぶつかってきましたの

が、高齢者の１人とか２人の人に入ってくださいと。合併浄化槽からこっちでつくり

ますよと言ったかて、あとのランニングが大変だと言われますし、これは公共下水道

をやってる地域でも、加入してもらえない、払わなきゃならんと。その１人、２人と

いうのは非常に単価が高いんですね。３人、４人と超えてくるとそれなりにつくんで

すけど、１人、２人だったら高いと。 

 先ほどご質問にお答えしておったんですが、根本的にいろいろ考えていくと、これ

は早急にやっていかなきゃならんと。そういう意味で、私の足りないところも原課の

ほうで十分議論しながら、そういうことも含めて考えていかなきゃならんと、こうい

うふうに思っているところであります。 

 今、岡本委員が言われたように、ほかの制度との絡みというのもつくっているもの

があるんですね、住宅を改修ときに。この辺との整合も含めながら、今ここのところ

をきちっと整理する。こっちは移住に重点を置いているけれども、恥ずかしいですが、

この辺を整理し切れないところがあります。 

 今回のこの議会を通じて、こういったところが大事だということで、先ほど担当課

からも、どちらの所管でも答弁をさせていただく機会をいただいておりますので、こ

れを機会に、こういった皆さんのご質問を機にですね、何ができるかということしな

がらやっていくべきだというように思っております。 

 そういう意味で、この下水道関係、公共下水道と合併浄化槽、単一浄化槽と合併浄

化槽、それと高齢者世帯、移住政策の住宅改修補助、いろいろとバラエティにとんで

きた中でどう整理していくかという、その辺のところをもう少しうちの中で議論して

いきたいと、このように思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 質疑の途中でありますが、本日の予算特別委員会はこれぐらいにとどめ、延会した

いと思います。 
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 なお、次回の予算特別委員会は、明日１６日午前９時３０分より本議場で開会いた

しますので、ご参集願います。 

 本日はご苦労さまでした。 

午後 ４時２９分 延会 
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